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義

要
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「
十
四
世
紀
の
危
機
」
を
き
っ
か
け
に
、
ポ
ス
ト
モ
ン
ゴ
ル
の
東
の
雄
と
し
て
登
場
し
た
明
朝
は
、
小
氷
河
期
を
生
き
抜
か
ざ
る
を
得
な
い
運
命
に

あ
っ
た
王
朝
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
絶
え
ず
襲
う
天
災
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
は
元

代
か
ら
明
代
に
か
け
て
九
次
に
亘
っ
て
災
害
の
波
が
襲
っ
た
と
す
る
。
小
氷
河
期
と
い
っ
て
も
、
常
に
寒
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
均
気
温
に
か

な
り
の
上
が
り
下
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
平
均
気
温
の
下
降
し
た
極
小
期
に
災
害
が
集
中
し
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
九
次
の
災

害
の
波
が
ど
の
程
度
、
極
小
期
に
重
な
る
か
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
明
代
に
お
い
て
は
九
次
の
う
ち
、
六
次
の
災
害
の
波
が
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
波
が
明
瞭
に
描
け
る
か
ど
う
か
は
慎
重
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
に
よ
る
諸
々
の
被
害
は
当
時
、
災

傷
と
称
さ
れ
た
が
、
災
傷
に
は
救
済
で
あ
る
賑
恤
が
不
可
缺
で
あ
り
、
朱
元
璋
は
か
な
り
熱
心
に
賑
恤
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
諸
規
定
か
ら
知
ら
れ

る
。
こ
の
朱
元
璋
に
よ
る
賑
恤
は
災
傷
へ
の
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
明
朝
中
期
に
受
け
継
が
れ
た
か
考
察
す
る
準
備
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
档
案

等
の
事
例
を
検
討
し
た
。
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キ
ー
ワ
ー
ド

災
傷
、
賑
恤
、
水
旱
、T

im
othy Jam

es B
rook,  Slough

は
じ
め
に

　

災
傷
は
災
害
と
そ
れ
に
よ
る
傷
害
の
意
味
で
あ
り
、
賑
恤
は
賑
済
と
も
称
さ
れ
、
荒
政
と
し
て
の
穀
物
の
賑
給
や
賑
貸
を
含
む
様
々

な
救
済
政
策
を
指
す）

1
（

。
天
人
相
関
説
か
ら
見
れ
ば
、
天
変
地
異
は
天
子＝

皇
帝
の
威
厳
を
損
な
う
事
態
で
あ
り
、
皇
帝
と
し
て
決
し
て

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
明
代
史
研
究
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
明
実
録
』
を
紐
解
け
ば
、
災

傷
の
記
録
は
夥
し
く
出
て
来
る
。
自
然
環
境
や
天
災
地
異
が
歴
史
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
す
で
に
目
新
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
今
日
ま
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
来
て
い
る
。
た
だ
、
か
つ
て
な
い
程
に
地
球
環
境
に
関
心
が
高
ま
り
、sustainability

が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
今
日
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
、
歴
史
上
の
環
境
対
応
に
留
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
代
に
お
い
て
災
傷
は
い
つ
、
い
か
な
る
範
囲
で
起
こ
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
政
権
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
、
政

権
は
そ
れ
に
い
か
に
対
応
し
て
い
た
の
か
、
巨
視
的
か
つ
体
系
立
っ
て
の
整
理
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
こ
の
状
況
に
対
応
す
べ

く
、
明
代
初
中
期
の
法
規
定
に
お
け
る
災
傷
と
賑
恤
の
捉
え
方
に
焦
点
を
当
て
て
、
初
歩
的
な
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
明

代
の
災
傷
に
関
す
る
実
証
研
究
に
お
い
て
は
、
荒
政
と
呼
ば
れ
る
飢
饉
対
策）

2
（

や
、
預
備
倉
に
糧
食
を
備
蓄
し
て
飢
餓
発
生
時
に
は
民
間

に
放
出
す
る
救
荒
政
策）

3
（

な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
来
た
。
ま
た
、
江
南
地
域
社
会
に
つ
い
て
の
森
正
夫
の
研
究
で
は
、
一
四
三

〇
年
頃
の
蘇
州
府
の
納
糧
戸
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
史
料
に
は
、
昔
は
三
年
耕
作
す
れ
ば
、
一
年
の
蓄
え
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
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年
中
働
い
て
も
年
を
越
す
食
糧
の
蓄
え
が
な
く
、
加
え
て
遠
距
離
漕
運
と
加
耗
の
重
額
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
、
税
糧
を
納
入
し
た
後

に
は
糠
紇
（
ぬ
か
・
く
ず
ご
め
）
以
外
の
剰
余
の
な
い
戸
が
十
戸
中
九
戸
に
達
し
て
い
る
、
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
要
す
る
に
、
蘇
州
府

の
よ
う
に
か
な
り
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
ら
、
九
割
の
農
民
が
端
境
期
を
越
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
饑
餓
線
上
に
あ
っ
た
と
い
う
。
か
か

る
状
況
下
、
宣
徳
七
年
（
一
四
三
二
）
に
水
害
で
蘇
州
府
呉
江
等
四
県
（
現
江
蘇
省
蘇
州
市
呉
江
区
等
）
の
低
湿
地
帯
が
水
没
す
る
と
、
秋

糧
が
確
保
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
食
糧
不
足
が
起
き
、
翌
年
の
旱
災
時
に
は
極
端
な
水
不
足
で
田
植
え
が
で
き
ず
、
や
は
り
食
糧
不

足
に
陥
っ
た
と
い
う）

4
（

。
つ
ま
り
は
災
害
が
襲
来
す
る
か
し
な
い
か
に
拘
わ
ら
ず
、
通
常
に
庶
民
の
食
糧
事
情
に
ど
れ
だ
け
の
余
裕
が
あ

っ
た
か
が
、
社
会
の
持
続
に
お
け
る
災
害
の
問
題
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ほ
か
に
、
明
末
の
徐
光
啓
の
『
農
政
全
書
』
は
強

く
救
荒
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）

5
（

。
ま
た
生
態
環
境
に
強
い
関
心
が
払
わ
れ
て
来
た）

6
（

。

　

問
題
は
生
態
環
境
と
そ
の
変
化
の
よ
う
に
極
め
て
長
期
に
持
続
す
る
ト
レ
ン
ド
に
対
し
て
、
年
々
、
生
起
す
る
災
害
と
い
う
短
期
の

出
来
事
、
そ
の
中
で
い
か
に
王
朝
を
維
持
し
て
行
く
か
と
い
う
中
期
的
課
題
と
い
う
、
明
ら
か
に
流
れ
る
時
間
の
速
度
と
持
続
性
の
違

う
階
層
を
、
い
か
に
的
確
に
組
み
合
わ
せ
て
研
究
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
生
態
環
境
は
そ
こ
に
定
立
す
る
国
家
や
そ
こ
で

生
活
す
る
人
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
そ
れ
で
全
て
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
生
き
る
人
間

の
思
考
や
選
択
が
短
中
期
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
生
態
環
境
に
関
心
を
払
い
つ
つ
、
明
朝
は
政
策
的
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
は
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
を
、
災
害
と
そ
れ
へ
の
政
策
対
応
の
問
題
と
し
て
考
え

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
本
稿
の
主
軸
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
筆
者
が
取
り
組
む
明
朝
の
辺
境
問
題
に
お
い
て
は
重
く
、
難
し
い
課
題
で

あ
る
。
特
に
明
朝
北
辺
は
自
然
環
境
が
厳
し
く
、
些
細
な
環
境
変
化
で
も
影
響
を
受
け
や
す
い
か
ら
で
あ
り
、『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
）
7
（

』

第
一
〇
一
、「
為
年
荒
借
支
軍
糧
懇
請
来
年
還
納
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文
（
弘
治
五
年
）」
に
は
、
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□
本
衛
案
令
、
拠
本
衛
左
等
□

　
　

□
□
断
口
缺
食
、
不
能
度
日
。
将
情
具
告
衛
所
、
転
□

　
　

□
預
備
倉
糧
米
毎
大
口
月
支
三
斗
、
小
口
二
斗
、
借
与
食
用
、
方
□

　
　

□
開
原
糶
売
、
各
人
遇
便
。
無
銭
易
買
各
将
衣
服
等
件
変
換
種
□

　
　

□
至
五
月
間
、
天
気
亢
陽
、
禾
苗
焦
萎
、
不
能
長
茂
。
六
・
七
月
間
、
方
降
雨
澤
□

　
　

□
軽
粃
、
将
情
具
告
転
達
、
去
後
、
続
蒙
准
将
屯
糧
黄
豆
折
納
薥氣
稗
。
其
粟
□

　
　

□
転
達
。
俯
念
貧
軍
、
連
年
災
患
、
将
借
支
糧
米
、
寛
待
下
年
豊
稔
、
照
数
上
納
、
庶
不
□

　
　

□
宣
布
政
使
司
分
守
遼
海
東
寧
道
右
参
議
金　

咨
承
准

　
　

□
務
都
察
院
右
副
都
御
史
張　

照
会
、
備
行
本
衛
、
将
借
支
預
備
糧
米
、
全
徴
還
官
□

　
　

□
行
案
仰
本
司
、
即
便
転
呈
施
行
。
案
令
到
司
。
蒙
此
、
前
事
合
行
具
呈
施
行
。
須
至
呈
者
。

　
　

右　

呈

　
　

巡
按
山
東
監
察
御
史
宋

　
　
（
印
）
廿
二
日
到
（
四
字
は
書
込
）

　
　

□
糧
事　
　

日
経
歴
高
嶌

　
　
　

□
□

と
あ
る
。
本
衛
左
等
と
あ
る
の
で
、
開
原
に
近
い
衛
所
で
左
衛
等
複
数
の
衛
所
を
有
す
る
の
は
遼
陽
の
定
遼
衛
し
か
な
い
。
定
遼
衛
で
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は
飢
饉
で
食
糧
不
足
と
な
っ
て
い
て
、
衛
所
軍
は
疲
弊
し
て
い
る
の
で
、
衛
所
の
預
備
倉）

8
（

の
糧
米
を
大
口
は
月
支
三
斗
、
小
口
は
二
斗

貸
し
出
し
、
豊
年
に
償
還
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
開
原
の
互
市
で
ジ
ュ
シ
ェ
ン
と
交
易
し
て
食
糧
を
確
保
す
る
こ
と
も
提
案

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
弘
治
五
年
（
一
四
九
二
）
の
五
月
は
高
温
で
稲
が
育
た
ず
、
六
・
七
月
に
な
っ
て
や
っ
と
雨
に
恵
ま
れ
た
が
、

遼
東
鎮
は
連
年
の
旱
魃
で
あ
っ
た
と
定
遼
衛
の
報
告
は
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
糧
米
貸
し
出
し
の
提
案
に
つ
い
て
山
東
承
宣

布
政
使
司
分
守
遼
海
東
寧
道
右
参
議
の
金
鍾）

9
（

は
支
持
し
、
遼
東
巡
撫
都
察
院
右
副
都
御
史
の
張
岫
の
了
解
を
得
て
、
巡
按
山
東
監
察
御

史
の
宋
鑑）
10
（

に
求
め
て
い
る
咨
文
で
あ
る
。
大
口
は
十
五
歳
以
上
、
小
口
は
六
歳
か
ら
十
四
歳
を
指
し
、
洪
武
二
七
年
（
一
三
九
四
）
に
定

め
ら
れ
た
定
災
傷
去
処
散
糧
則
例
（
大
口
六
斗
・
小
口
三
斗
・
五
歳
以
下
不
与
）
を
永
楽
二
年
（
一
四
〇
四
）
に
改
定
（
大
口
一
斗
・
小
口
六

升
・
五
歳
以
下
不
与
）、
そ
れ
を
さ
ら
に
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
の
題
准
で
改
定
（
大
口
二
〜
三
斗
・
小
口
一
〜
二
斗
・
五
歳
以
下
不
与
）
し
た

も
の
の）
11
（

、
嘉
靖
八
年
の
線
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
じ
く
「
為
災
年
缺
収
請
寛
徴
税
糧
的
呈
文
（
弘
治
）」
に
は
、

　
　

□
種
田
苗
一
槩
渰
没
、
頭
畜
多
被
漂
流
。
各
有
存
留
□

　
　

□
耕
之
時
、
人
無
種
糧
、
牛
乏
料
草
、
無
力
延
。
至
三
月
中
旬
、
幸
有
金
復
□

　
　

□
懐
下
種
、
常
年
耕
田
十
畝
、
今
歳
、
止
種
得
五
畝
。
比
照
往
年
、
人
力
□

　
　

□
在
田
内
、
枝
上
検
恰
成
熟
禾
穗
相
兼
度
命
、
各
人
歓
欣
。
至
八
月
初
旬
、
□

　
　

□
種
糧
并
度
命
口
糧
、
倶
各
輳
納
、
尚
未
完
足
。
今
蒙
追
徴
、
借
支
糧
米
、
愈
□



― 40 ―

　
　

□
到
衛
、
得
此
案
、
照
先
奉
遼
東
都
司
劄
付
、
為
寬
徴
税
糧
、
以
安
人
心
事
、
准

　
　

□
行
追
徴
去
後
、
今
拠
前
因
縁
、
係
下
情
告
、
要
寬
徴
預
備
倉
糧
事
。
理
擬
合
通
行
。
□

と
あ
り
、
弘
治
年
間
の
こ
と
で
あ
る
が
、
金
復
と
見
え
る
の
で
、
遼
東
半
島
の
金
州
・
復
州
等
の
地
域
で
あ
る
事
が
分
か
る
。
水
害
で

種
田
の
苗
が
水
没
し
、
家
畜
が
流
さ
れ
、
田
植
え
の
時
期
に
種
籾
が
な
く
、
耕
牛
の
料
草
も
乏
し
い
事
態
に
陥
っ
た
。
三
月
中
旬
、
恐

ら
く
天
候
が
回
復
し
た
も
の
の
、
通
常
の
半
分
し
か
田
植
え
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
生
育
は
順
調
だ
っ
た
も
の
の
、
八
月
初
旬

に
秋
糧
を
納
入
す
る
に
は
足
り
ず
、
追
徴
を
蒙
っ
て
糧
米
を
借
り
て
納
め
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
衛
所
か
ら
訴
え
が

出
て
、
遼
東
都
司
か
ら
も
税
糧
納
入
を
猶
予
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
心
を
落
ち
着
か
せ
て
欲
し
い
と
い
う
訴
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
衛
所
の
預
備
倉
糧
の
分
の
納
入
猶
予
を
求
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
弘
治
年
間
は
後
述
す
る
内
容
か
ら
見
て
、
自
然
環
境

が
特
段
、
厳
し
い
時
期
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
危
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
生
態
環
境
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
筆
者
が
参
考
に
し
た
い
の
は
、
地
中
海
世
界
を
素
材
と
し
て
持
続
に
つ
い
て
考
え
た
フ
ェ

ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主
義
）
12
（

』
に
つ
い
て
の
安
冨
歩
の
整
理
で
あ
る）
13
（

。
そ
こ
で
は
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
設
定

を
、
気
候
や
人
々
の
生
活
様
式
な
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
変
化
す
る
物
事
を
長
期
持
続
、
数
十
年
の
単
位
で
変
化
す
る
人
口

動
態
や
景
気
循
環
な
ど
を
重
合
局
面
（
中
期
持
続
）、
当
時
の
人
々
が
認
識
で
き
た
よ
う
な
政
権
の
樹
立
と
瓦
解
、
宣
戦
布
告
な
ど
年
表

に
載
る
よ
う
な
で
き
ご
と
や
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
な
ど
を
事
件
（
短
期
持
続
）
の
三
層
構
造
に
整
理
す
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
が
主

に
注
目
し
た
の
は
重
合
局
面
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
の
遅
い
物
事
を
長
期
持
続
、
速
い
物
事
を
「
事
件
」
と
し
て
設
定

し
て
い
た
と
し
、
こ
の
三
層
構
造
で
持
続
が
長
い
ほ
ど
変
化
速
度
は
遅
い
わ
け
で
あ
る
が
、
持
続
が
長
い
位
相
か
ら
短
い
位
相
に
影
響
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が
与
え
ら
れ
る
「
隷
属
原
理Slaving Principle

」
と
、
逆
に
持
続
が
短
い
位
相
か
ら
長
い
位
相
に
波
及
す
る
逆
向
き
の
影
響
も
あ
っ
た

と
す
る
。
と
こ
ろ
で
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
同
じ
地
中
海
史
像
を
事
件
史
中
心
に
描
き
出
し
、
人
間
の
決
定
の
重
要
性
を
示

す
）
14
（

。
地
球
環
境
の
破
壊
と
は
、
短
中
期
持
続
が
長
期
持
続
を
崩
壊
に
追
い
や
る
事
態
と
も
言
え
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
設
定
に
は
修
正
の
余

地
が
想
定
さ
れ
る
が
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
議
論
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
ご
と
に
三
層
構
造
を
設
定
す

る
と
し
て
も
、
ど
の
位
相
が
ほ
か
の
位
相
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　

生
態
環
境
に
軸
足
を
置
き
す
ぎ
る
と
、
環
境
決
定
論
に
陥
り
や
す
く
な
る
。
環
境
と
人
間
の
力
関
係
は
時
と
場
所
に
よ
り
一
定
で
な

い
し
、
ど
の
程
度
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
で
物
事
を
見
る
か
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
力
関
係
は
変
化
す
る
。
中
期
的
持
続

で
あ
る
人
口
動
態
・
平
均
気
温
の
変
化
と
短
期
的
持
続
で
あ
る
災
害
発
生
と
国
家
レ
ベ
ル
で
の
災
害
対
応
に
軸
足
を
置
い
て
、
襲
い
来

る
災
害
と
災
傷
に
明
朝
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
のN

ine Sloughs

　

明
朝
の
建
国
そ
の
も
の
が
寒
冷
化
を
大
き
な
要
因
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
十
四
世
紀
の
危
機
」
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
の

滅
亡
も
や
は
り
寒
冷
化
を
背
景
と
す
る
「
十
七
世
紀
の
危
機
」
の
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
朝
の
建
国
と
そ
の
存
続
が
環
境
問
題
と
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
最
近
、
と
み
に
気
候
変
動
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
妹
尾

達
彦）
15
（

「
気
候
の
変
化
」
図）
16
（

に
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
歴
史
分
析
に
有
用
な
長
期
の
平
均
気
温
の
変
動
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、

　

○
四
〜
六
世
紀
の
寒
冷
期
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○
中
世
温
暖
期
（
七
世
紀
〜
十
四
世
紀
半
ば
）

　

○
小
氷
河
期
（
十
四
世
紀
半
ば
〜
十
九
世
紀
半
ば
）

と
気
候
的
時
期
区
分
が
示
さ
れ
、
元
代
以
降
は
小
氷
河
期
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
田
家
康）
17
（

は
気
象
学
の
立
場
か
ら
分

か
り
や
す
く
古
気
象
学
の
成
果
を
紹
介
し
て
お
り
、「
放
射
性
炭
素
な
ら
び
に
ベ
リ
リ
ウ
ム
10
か
ら
推
定
す
る
全
太
陽
放
射
照
度
（
Ｔ
Ｓ

Ｉ
）
の
変
化
）
18
（

」
に
よ
っ
て
太
陽
活
動
の
変
化
を
示
し
、
過
去
千
年
間
の
内
の
太
陽
活
動
が
低
下
し
た
五
つ
の
時
期
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
示
す
。

　

○ 

オ
ー
ル
ト
極
小
期
（O

ort M
inim

um

）　

一
〇
四
〇
年
頃
か
ら
一
〇
八
〇
年
頃
ま
で
の
四
十
年
間
に
か
け
て
の
太
陽
活
動
の
小
康
期

で
あ
り
、
中
世
温
暖
期
の
中
途
に
現
れ
る
。

　

○ 

ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
（W

olf M
inim

um
）　

一
二
八
〇
年
頃
か
ら
一
三
五
〇
年
頃
ま
で
の
七
十
年
間
の
太
陽
活
動
の
低
下
期
で
あ
り
、

中
世
温
暖
期
か
ら
小
氷
河
期
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
。

　

○ 

シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期
（Spörer M

inim
um

）　

一
四
二
〇
年
頃
か
ら
一
五
三
〇
年
頃
ま
で
の
一
一
〇
年
間
の
太
陽
活
動
の
低
下
期

で
あ
り
、
小
氷
河
期
の
序
盤
に
現
れ
る
。

　

○ 

マ
ウ
ン
ダ
ー
極
小
期
（M

aunder M
inim

um

）　

一
六
四
五
年
か
ら
一
七
一
五
年
ま
で
の
七
十
年
間
の
太
陽
活
動
の
低
下
期
で
あ
り
、

小
氷
河
期
最
大
の
低
下
期
と
さ
れ
る
。

　

○ 

ダ
ル
ト
ン
極
小
期
（D

alton M
inim

um

）　

一
七
九
〇
年
か
ら
一
八
二
〇
年
ま
で
の
三
十
年
間
の
太
陽
活
動
の
低
下
期
で
あ
り
、
小

氷
河
期
最
後
の
低
下
期
で
あ
る
。

　

こ
の
間
の
歴
史
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
に
関
わ
る
「
十
三
世
紀
の
危
機
」
と
「
十
七
世
紀
の
危
機
」
に
絡
め
た
研
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究
が
あ
り
、
太
陽
活
動
の
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
寒
冷
化
が
歴
史
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る）
19
（

。

　

さ
て
、
中
国
の
人
口
動
態
で
あ
る
が
、
八
・
九
世
紀
、
安
史
の
乱
を
挟
ん
で
唐
朝
の
人
口
は
五
〇
〇
〇
万
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
唐

末
五
代
の
戦
乱
期
に
激
減
し
た
も
の
の
、
宋
元
時
代
を
通
じ
て
最
大
で
九
〇
〇
〇
万
ま
で
増
え
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る）
20
（

。
そ
の
後
、
こ

の
元
末
明
初
の
危
機
に
お
い
て
ど
の
程
度
減
少
し
た
か
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
何
炳
棣
は
十
四
世
紀
後
半
に
は
六
五
〇
〇
万
、
万
暦

二
八
年
（
一
六
〇
〇
）
に
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
移
り
変
わ
る
時
期
に
は
一
億
三
〇
〇
〇
万
で
あ
る
と
推
計

し
て
い
る）
21
（

。
明
朝
に
お
け
る
人
口
回
復
及
び
増
加
は
、
ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
か
ら
の
回
復
及
び
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期
を
挟
ん
で
十
五
世

紀
後
半
ま
で
の
比
較
的
温
暖
な
時
期
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ブ
ロ
ー
デ
ル
や
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル＝

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
が
提

唱
し
た
「
長
期
の
十
六
世
紀
（
一
四
五
一
〜
一
六
五
〇
）」
に
世
界
全
体
で
人
口
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と）
22
（

と
大
筋
で
符
合
し
て
い

る
。

　

た
だ
、
ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
で
小
氷
河
期
に
突
入
し
た
元
朝
か
ら
明
朝
の
時
代
は
気
候
的
に
不
安
定
で
あ
る
と
考
え
た
テ
ィ
モ
シ
ー
・

ブ
ル
ッ
ク
（T

im
othy Jam

es B
rook

）
は
、
災
害
を
寒
気
（C

old

）、
旱
魃
（D

rought

）、
洪
水
（Floods

）、
蝗
害
（Locusts

）、
地
震

（E
arthquakes

）、
伝
染
病
（E

pidem
ics

）、
飢
饉
（Fam

ine
）
に
分
け
て
分
析
し
、
こ
の
時
期
に
中
国
を
災
害
が
波
状
と
な
っ
て
襲
っ
た

と
し
て
い
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
そ
の
波
が
元
代
に
は
三
波
、
明
代
に
は
六
波
の
合
計
九
波
で
あ
っ
た
と
す
る）
23
（

。
こ
の
合
計
九
波
は
諸
々

の
災
害
が
集
中
的
に
現
れ
る
時
期
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ッ
ク
は
そ
れ
を
ス
ラ
ウ
（Slough

）
と
表
現
し
て
い
る
。Slough

に
は
「
ぬ
か
る

み
、
泥
沼
、
沼
地
、
窮
地
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
災
害
が
集
中
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
る
「
泥
沼
」
と
か
「
窮
地
」
の
意
味

で
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
が
規
定
す
る
九
つ
のSlough

は
、
元
代
に
は
、

　

元
貞
ス
ラ
ウ
（Yunzhen Slough 

一
二
九
五
〜
一
二
九
七
（
元
貞
元
年
〜
大
定
元
年
））
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泰
定
ス
ラ
ウ
（Taiding Slough　

一
三
二
四
〜
一
三
三
〇
（
泰
定
元
年
〜
至
順
元
年
））

　

至
正
ス
ラ
ウ
（Zhizheng Slough　

一
三
四
二
〜
一
三
四
五
（
至
正
二
年
〜
五
年
））
の
三
回
、
明
代
に
は
、

　

景
泰
ス
ラ
ウ
（Jingtai Slough　

一
四
五
〇
〜
一
四
五
五
（
景
泰
元
年
〜
六
年
））

　

正
徳
ス
ラ
ウ
（Zhengde Slough　

一
五
一
六
〜
一
五
一
九
（
正
徳
十
一
年
〜
十
四
年
））

　

嘉
靖
ス
ラ
ウ
（Jiajing Slough　

一
五
四
四
〜
一
五
四
六
（
嘉
靖
二
三
年
〜
二
五
年
））

　

万
暦
ス
ラ
ウ
Ⅰ
（W

anli slough

Ⅰ　

一
五
八
六
〜
一
五
八
八
（
万
暦
十
四
年
〜
十
六
年
））

万
暦
ス
ラ
ウ
Ⅱ
（W

anli Slough

Ⅱ　

一
六
一
五
〜
一
六
一
七
（
万
暦
四
三
年
〜
四
五
年
））

崇
禎
ス
ラ
ウ
（C

hongzhen Slough　

一
六
三
七
〜
一
六
四
三
（
崇
禎
十
年
〜
十
六
年
））

で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
元
代
の
三
波
の
ス
ラ
ウ
、
特
に
最
後
の
至
正
ス
ラ
ウ
を
乗
り
越
え
て
明
朝
が
建
国
さ
れ
て
か
ら
も
困

難
な
状
況
は
断
続
的
に
続
き
、
一
四
三
三
年
か
ら
ま
た
寒
く
な
り
、
飢
饉
と
疫
病
及
び
蝗
害
が
も
う
二
年
ほ
ど
続
い
た
。
さ
ら
に
、
一

四
三
七
年
に
は
寒
気
が
戻
り
、
一
四
四
八
年
ま
で
洪
水
が
引
き
続
き
、
一
四
三
八
年
か
ら
一
四
四
五
年
ま
で
飢
饉
が
続
い
た
。
そ
の
上

で
明
朝
最
初
の
ス
ラ
ウ
で
あ
る
景
泰
ス
ラ
ウ
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
で
た
ら
め
な
統
治
を
行
っ
た
こ
と
で
有
名
な
正
徳
帝
の
治
世
に
次

の
正
徳
ス
ラ
ウ
が
襲
い
、
そ
れ
か
ら
二
五
年
ほ
ど
後
に
嘉
靖
ス
ラ
ウ
と
な
る
が
、
こ
の
度
は
正
徳
ス
ラ
ウ
と
は
違
っ
て
政
治
問
題
と
は

リ
ン
ク
せ
ず
、
三
年
間
の
み
疫
病
と
飢
饉
が
全
国
規
模
で
拡
が
っ
た
。
そ
の
次
は
万
暦
年
間
で
、
明
朝
皇
帝
中
、
最
長
の
四
八
年
間
の

統
治
に
お
い
て
二
度
の
ス
ラ
ウ
が
襲
っ
た
。
万
暦
ス
ラ
ウ
の
第
一
波
は
深
刻
な
飢
饉
と
強
毒
性
の
疫
病
で
あ
っ
た
。
第
二
波
は
そ
れ
と

比
較
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
し
、
疫
病
が
拡
が
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
崇
禎
帝
が
即
位
す
る
と
、
す
ぐ
の
一
六
二
九
年
に
気
温
は
低
下
し
て
、
回
復
不
可
能
な
災
害
へ
の
舞
台
が
整
っ
た
。
こ
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れ
は
王
朝
が
崩
壊
す
る
前
、
数
ヶ
月
の
内
に
緩
和
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
時
に
は
救
済
を
行
う
に
は
遅
す
ぎ
た
。
な
お
、
明
朝
最
後
の

落
ち
込
み
が
崇
禎
ス
ラ
ウ
で
あ
り
、
一
六
三
七
年
に
七
年
間
続
い
た
旱
魃
が
襲
来
し
た
、
と
す
る）
24
（

。
景
泰
ス
ラ
ウ
は
太
陽
活
動
で
見
れ

ば
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期
に
落
ち
込
ん
で
行
く
時
期
で
あ
り
、
正
徳
ス
ラ
ウ
は
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期
か
ら
回
復
す
る
途
上
に
お
け
る

落
ち
込
み
期
で
あ
り
、
嘉
靖
ス
ラ
ウ
と
万
暦
の
最
初
の
ス
ラ
ウ
は
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期
か
ら
回
復
後
の
短
期
間
の
落
ち
込
み
期
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
万
暦
の
第
二
波
の
ス
ラ
ウ
は
マ
ウ
ン
ダ
ー
極
小
期
へ
落
ち
込
む
最
初
の
時
期
で
あ
り
、
崇
禎
ス
ラ
ウ
は
マ
ウ
ン
ダ
ー

極
小
期
の
ど
ん
底
の
時
期
に
当
た
る
。

　

た
だ
、
ブ
ル
ッ
ク
も
史
料
源
の
一
つ
に
し
て
い
る
『
明
史
』
巻
二
八
〜
三
十
の
五
行
一
〜
三
を
見
る
と
、
明
代
の
六
次
の
ス
ラ
ウ
に

つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
波
状
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
ブ
ル
ッ
ク
の
論
じ
方
に
つ
い
て
検
証
し

つ
つ
、
明
朝
を
通
じ
て
の
災
害
の
実
態
解
明
が
缺
か
せ
な
い
が
、
そ
れ
は
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
嘉
靖
か
ら
万
暦
年

間
に
か
け
て
の
国
政
総
覧
と
も
言
う
べ
き
『
大
明
会
典
』
に
収
載
さ
れ
た
条
例
と
は
一
体
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
を
含
め
、
記
述
の
検

討
を
中
心
と
し
て
進
め
、
明
朝
の
災
害
へ
の
政
策
対
応
に
気
候
変
動
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
明
朝
に
お
け
る
災
害
対
応
の
記
憶

―
『
大
明
会
典
』
災
傷
の
条
の
前
言
に
つ
い
て

―

　

明
朝
に
お
い
て
は
、
太
祖
で
あ
る
朱
元
璋
の
存
在
が
大
き
く
、
明
初
の
治
世
に
お
い
て
太
祖
が
い
か
な
る
指
示
を
出
し
た
か
が
記
録

さ
れ
て
、
後
世
ま
で
統
治
の
指
針
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。『
諸
司
職
掌
』
及
び
『
明
律
』
や
『
明
令
』
の
編
纂
・
発
布
に
お
い
て
は
官
吏

の
業
務
を
指
し
示
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
到
底
足
り
な
い
の
で
、
個
別
事
案
ご
と
に
出
し
た
指
示
を
集
成
し
た
『
御
製
大
誥
』
の
正



― 46 ―

編
・
続
編
・
三
編
及
び
『
大
誥
武
臣
』
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
ほ
か
に
、
皇
太
子
家
な
ど
皇
族
に
モ
ラ
ル
を
示
し
た
『
皇
明
祖
訓
』
も
太

祖
の
方
針
を
示
す
も
の
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
も
次
々
起
こ
る
事
案
に
対
す
る
指
示
は
増
え
続
け
る
一
方
で
あ
っ
た
が
、

朱
元
璋
以
降
の
歴
代
皇
帝
の
指
示
は
条
例
と
な
っ
て
も
、
後
世
ま
で
継
承
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ら
条

例
の
い
く
つ
か
は
政
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
大
明
会
典
』
は
そ
の
編
纂
時
点
で
現
存
す
る
条
例
を
総
覧
す
る
も
の
で
あ

り
、『
大
明
会
典
』
は
『
諸
司
職
掌
』
を
拡
充
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
現
存
し
な
い
『
大
明
会
典
』
の
最
初
の
編
纂
で

あ
る
『
弘
治
会
典
』
を
殆
ど
引
き
写
し
た
『
正
徳
会
典
』
で
は
『
諸
司
職
掌
』
の
各
条
を
掲
載
し
た
上
で
、
そ
の
後
の
条
例
を
収
載
し

て
行
っ
た
。
ま
た
、『
万
暦
会
典
』
は
基
本
的
に
こ
の
『
正
徳
会
典
』
を
引
き
写
し
つ
つ
、
さ
ら
に
収
載
す
べ
き
条
例
を
充
実
さ
せ
て
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
成
立
順
序
か
ら
す
る
と
倒
置
し
て
い
る
が
、
最
初
に
『
万
暦
会
典
』
巻
十
七
、
戸
部
四
、
田
土
、
災

傷
の
条
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。
ま
ず
、

国
朝
、
重
恤
民
隠
。
凡
遇
水
旱
災
傷
、
則
蠲
免
租
税
、
或
遣
官
賑
済
、
蝗
蝻
生
発
、
則
委
官
打
捕
、
皆
有
其
法
云
。

と
い
う
前
置
き
が
入
る
が
、
災
傷
は
水
旱
、
つ
ま
り
、
洪
水
と
旱
魃
と
捉
え
て
い
て
、
対
策
は
租
税
の
減
免
と
役
人
を
派
遣
し
て
救
済

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
バ
ッ
タ
の
大
発
生
に
対
し
て
も
役
人
を
派
遣
し
て
退
治
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
洪
水
・
旱
魃
・

バ
ッ
タ
の
大
発
生
が
三
本
柱
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
皆
有
其
法
云
。」
に
つ
い
て
は
、『
正
徳
会
典
）
25
（

』
巻
十
九
、
戸
部
四
、
州
県
二
、

災
傷
の
条
で
は
こ
の
部
分
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
も
の
の
、「
皆
隨
時
与
地
、
而
異
其
法
云
。」
と
し
て
い
て
、
単
に
法
が
有
る
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
元
来
は
時
と
場
所
に
よ
っ
て
や
り
方
が
異
な
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
は
か
な
り
の
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違
い
を
感
じ
る
。
た
だ
、
次
の
部
分
は
『
正
徳
会
典
』
に
し
か
な
く
、

諸
司
職
掌
、
凡
各
処
田
禾
、
遇
有
水
旱
災
傷
、
所
在
官
司
、
踏
勘
明
白
、
具
実
奏
聞
。
仍
申
合
干
上
司
、
転
達
本
部
、
立
案
具
奏
、

差
官
前
往
災
所
、
覆
踏
是
実
。
将
被
災
人
戸
姓
名
・
田
地
頃
畝
・
該
徵
税
糧
数
目
、
造
冊
繳
報
、
本
部
立
案
、
開
写
災
傷
緣
由
具

奏
。
如
奉
旨
賑
済
、
仍
定
奪
大
小
男
女
口
数
則
例
、
差
官
前
去
賑
済
、
給
賞
畢
日
、
仍
将
散
過
糧
鈔
、
分
豁
備
細
数
目
、
造
冊
繳

報
、
以
憑
稽
考
。

と
あ
り
、『
諸
司
職
掌
』
戸
部
、
災
傷
の
条
が
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
万
暦
会
典
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
諸
司
職
掌
』
は

洪
武
二
六
年
（
一
三
九
三
）
に
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
明
初
か
ら
そ
れ
ま
で
の
災
傷
に
対
す
る
対
処
手
順
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
災
害

地
で
は
管
轄
の
役
人
が
現
地
調
査
の
結
果
を
各
省
に
報
告
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
戸
部
に
転
送
さ
れ
て
皇
帝
に
報
告
さ
れ
た
後
、
官
僚
が

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て
実
情
を
調
査
し
、
被
災
の
人
戸
の
姓
名
と
田
地
の
広
さ
、
当
該
税
糧
の
多
寡
を
戸
部
に
報
告
し
、
戸
部
は
災
害

の
要
因
を
皇
帝
に
報
告
し
た
。
し
か
る
後
、
皇
帝
の
救
済
の
指
示
が
降
り
た
ら
、
則
例
に
従
っ
て
官
僚
を
派
遣
し
て
救
済
を
実
施
し
、

終
了
し
た
ら
分
配
し
た
糧
鈔
の
内
訳
を
報
告
書
に
ま
と
め
て
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
正
徳
会
典
』
同
条
で
は
こ
れ

に
引
き
続
き
、

大
誥
、
往
為
有
司
徵
収
税
糧
不
便
、
所
以
復
設
糧
長
、
教
田
多
的
大
戸
、
管
着
糧
少
的
小
戸
、
想
這
等
大
戸
、
肯
顧
自
家
田
産
、

必
推
仁
心
、
利
済
小
民
。
当
復
設
之
時
、
特
令
赴
京
、
面
聴
朕
言
、
関
給
勘
合
、
不
許
地
方
犬
牙
相
制
。
只
教
管
着
周
囲
附
近
的
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人
戸
、
易
催
易
辦
。
若
区
内
田
有
灑
𣲖𣲖
的
、
教
収
在
自
戸
下
、
不
過
割
的
、
便
過
割
了
。
如
果
有
積
年
荒
田
、
明
白
具
本
来
奏
除

豁
了
。
各
各
糧
長
、
目
擊
耳
聞
前
去
、
一
至
本
鄉
、
巧
立
名
色
、
其
弊
多
端
、
剥
削
吾
良
民
、
不
可
勝
言
、
地
方
依
旧
犬
牙
相
制
、

民
間
灑
𣲖𣲖
包
荒
不
過
割
的
、
俱
不
来
奏
知
、
却
通
同
刁
猾
頑
民
、
妄
吿
水
災
、
本
災
一
分
、
吿
災
十
分
及
至
差
人
詣
所
在
査
踏
、

却
乃
多
方
設
計
、
賄
賂
所
差
進
士
・
行
人
・
監
生
、
扶
同
准
災
、
揑
合
回
奏
。
其
被
災
人
戸
、
災
本
一
分
、
今
告
十
分
、
並
不
敢

将
此
等
人
戸
、
一
槩
赴
京
賑
済
、
以
致
実
災
小
民
、
混
淆
難
以
分
別
。
至
今
、
不
得
賑
其
貧
乏
、
使
朕
宵
衣
皇
皇
無
已
。
吁
、
朕

設
糧
長
、
本
欲
便
於
細
民
、
不
期
、
此
等
之
徒
、
奸
貪
無
厭
、
身
家
不
顧
、
実
為
民
患
。
惟
天
可
鑑
、
智
人
詳
之
。

と
あ
り
、
ま
た
、

皇
明
祖
訓
、
凡
天
下
承
平
、
四
方
有
水
旱
等
災
、
当
験
国
之
所
積
、
於
被
災
去
処
優
免
税
糧
。
若
豊
稔
之
歳
、
雖
無
災
傷
、
又
当

験
国
所
積
、
稍
有
附
余
択
地
痩
民
貧
処
、
亦
優
免
之
、
不
為
常
例
。
然
優
免
在
心
、
臨
期
便
決
、
勿
使
小
人
先
知
。
要
名
於
外
。

と
あ
り
、『
御
製
大
誥
』
と
『
皇
明
祖
訓
』
を
転
載
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、『
御
製
大
誥
』
は
洪
武
十
九
年
（
一
三
八
六
）
に
成
っ
た
続

編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
水
災
不
及
賑
済
第
八
十
五
」
で
あ
る
。
糧
長
は
里
甲
正
役
の
一
つ
と
し
て
県
の
下
に
設
置
さ
れ
た
区
ご
と
に

裕
福
な
郷
居
地
主
層
が
担
い
、
税
糧
の
輸
送
に
従
事
し
た
も
の
で
、
洪
武
四
年
（
一
三
七
一
）
か
ら
洪
武
十
五
年
（
一
三
八
二
）
ま
で
続

い
た
後
、
洪
武
十
八
年
（
一
三
八
五
）
に
再
設
置
さ
れ
た）
26
（

。
糧
長
は
本
来
、
良
民
の
保
護
に
当
た
る
べ
き
と
こ
ろ
、
朱
元
璋
の
見
立
て
で

は
何
か
と
良
民
か
ら
搾
取
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
事
例
は
、
糧
長
が
地
元
の
な
ら
ず
者
と
手
を
結
ん
で
、
些
細
な
水
害
で
も
被
害
を
十
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倍
に
言
い
立
て
、
現
地
調
査
に
来
た
進
士
・
行
人
・
監
生
に
賄
賂
を
渡
し
て
虚
偽
の
被
災
報
告
書
を
中
央
に
送
ら
せ
る
一
方
、
被
災
の

良
民
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
良
民
の
保
護
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
被
災
地
調
査
に
進
士
・
行
人
・
監
生

が
来
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
御
製
大
誥
』
続
編
、「
査
踏
水
災
第
八
十
四
」
の
条
に
、

進
士
・
行
人
査
遣
査
踏
水
災
、
詢
問
民
瘼
。
有
等
父
母
善
教
之
子
、
従
実
踏
勘
、
以
災
来
聞
、
姦
詐
奏
罪
、
民
瘼
備
知
。
有
等
父

母
不
教
之
徒
、
所
在
州
県
、
民
瘼
不
問
、
貪
要
賍
私
、
接
受
馬
前
文
冊
或
徹
票
批
、
坐
視
過
期
、
動
経
旬
月
、
及
其
帰
也
。
一
槩

誣
詞
妄
奏
、
計
不
才
者
一
百
四
十
一
名
。

と
あ
り
、
そ
の
後
に
進
士
五
三
名
と
行
人
三
七
名
の
実
名
を
箇
条
書
き
に
し
、
そ
の
他
の
進
士
二
八
名
、
行
人
二
三
名
は
実
名
を
省
き
、

一
四
一
名
の
内
訳
が
示
さ
れ
て
い
る
。
朱
元
璋
は
水
害
の
実
態
調
査
に
進
士
や
行
人
を
送
り
込
ん
だ
も
の
の
、
現
地
で
調
査
す
る
こ
と

な
く
賄
賂
を
貪
り
、
馬
前
文
冊
と
呼
ば
れ
る
現
地
側
が
作
り
上
げ
た
虚
偽
の
調
査
報
告
を
受
け
取
っ
た
上
で
、
適
当
に
時
間
を
過
ご
し
、

帰
朝
し
て
は
で
た
ら
め
な
報
告
を
す
る
者
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
御
製
大
誥
』
正
編
に
は

水
害
に
関
す
る
記
述
が
ほ
か
に
三
件
あ
り
、「
水
災
不
実
第
三
十
二
」
に
は
、

有
司
牧
民
、
水
旱
災
傷
、
是
為
急
務
。
自
朕
即
位
以
来
、
各
処
水
旱
災
傷
、
䖝
蝻
生
発
、
民
人
告
災
、
有
司
多
不
准
理
。
及
至
准

理
、
通
同
無
籍
頑
民
、
以
荒
作
熟
、
以
熟
作
荒
。
以
荒
作
熟
、
小
民
愈
覚
艱
辛
。
以
熟
作
荒
、
無
籍
頑
民
、
以
為
得
志
、
孰
不
知

天
災
人
禍
全
有
日
矣
。
嗚
呼
、
君
子
・
小
人
、
得
有
司
之
位
者
、
当
災
傷
之
際
、
君
子
所
以
難
為
、
小
人
易
為
、
云
何
。
君
子
受
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理
、
被
頑
所
誣
、
所
以
受
与
不
受
者
両
難
哉
。
蓋
由
頑
民
致
是
、
小
人
徑
理
、
以
其
賄
賂
行
哉
。
誣
上
虐
下
、
竟
不
為
畏
、
且
如

高
郵
州
民
有
水
災
。
朕
令
進
士
詣
踏
。
未
至
災
所
、
其
有
司
・
民
人
、
即
以
災
冊
至
。
進
士
謂
曰
、
未
曾
沿
坵
履
畝
、
先
進
是
冊
、

為
何
。
曰
、
馬
前
冊
。
嗚
呼
、
民
有
不
淳
者
、
其
同
知
劉
牧
不
才
尤
甚
。
若
允
馬
前
冊
以
進
、
更
微
与
顏
色
交
談
、
馬
前
冊
為
実

哉
。
賄
賂
公
行
矣
。
其
進
士
不
諾
、
必
欲
親
詣
災
所
。
其
同
知
劉
牧
与
頑
民
議
、
将
已
熟
禾
稼
、
尽
行
剷
去
、
引
水
灌
其
地
。
若

此
者
若
干
頃
畝
。
嗚
呼
、
所
以
君
子
未
敢
受
理
者
、
為
此
也
。
同
知
劉
牧
、
易
為
受
理
者
。
亦
為
此
也
。

と
あ
り
、
朱
元
璋
は
即
位
以
来
、
水
害
・
旱
魃
と
バ
ッ
タ
の
大
量
発
生
に
つ
い
て
、
良
民
か
ら
災
害
の
発
生
を
訴
え
ら
れ
て
も
、
各
地

の
役
人
は
取
り
上
げ
よ
う
と
し
な
い
か
、
取
り
上
げ
た
と
し
て
も
、
地
元
の
な
ら
ず
者
と
通
じ
て
、
豊
作
と
不
作
を
入
れ
替
え
て
虚
偽

の
報
告
を
す
る
こ
と
で
良
民
を
苦
し
め
、
こ
の
た
め
、
良
民
は
被
災
す
る
と
天
災
と
と
も
に
人
禍
に
も
遭
遇
し
て
し
ま
う
と
し
て
、
深

い
憂
慮
を
示
し
て
い
る
。
南
直
隷
揚
州
府
の
高
郵
州
（
現
江
蘇
州
揚
州
市
）
の
水
害
で
は
、
朱
元
璋
は
現
地
に
進
士
を
調
査
の
た
め
派
遣

し
た
と
こ
ろ
、
被
災
地
に
到
着
す
る
前
に
地
元
の
同
知
劉
才
と
い
う
民
か
ら
災
冊
を
渡
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
冊
は
何
か
と
問
う
た
と
こ

ろ
、「
馬
前
冊
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
進
士
は
飽
く
ま
で
被
災
し
た
場
所
に
行
き
た
い
と
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
劉
才
と
頑
民
は
相
談
し
て
そ
の
場
所
の
撓
わ
に
実
っ
た
稲
を
抜
き
去
り
、
水
を
引
き
入
れ
て
隠
蔽
工
作
を
行
う
有
様
で
あ
っ
た
と

い
う
。
同
知
は
こ
の
場
合
は
揚
州
府
同
知
で
は
な
く
高
郵
州
同
知
で
あ
ろ
う
か
、
た
だ
、『
明
実
録
』
に
は
劉
才
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。『
御
製
大
誥
』
正
編
刊
行
以
前
の
高
郵
州
の
水
害
記
事
と
し
て
は
、『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
八
年
五
月
戊
午
（
三
十
日
）
の

条
に
、
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高
郵
州
奏
言
、
大
水
没
下
田
。
上
諭
中
書
省
臣
曰
、
民
資
食
以
養
生
。
今
、
高
郵
下
田
既
没
於
水
。
民
将
缺
食
、
租
税
将
何
所
出
。

即
命
免
其
租
凡
六
万
三
百
四
十
三
石
。
仍
勅
有
司
賑
恤
之
。

と
あ
り
、
同
洪
武
十
三
年
冬
十
月
壬
戌
（
五
日
）
の
条
に
、

高
郵
州
大
水
。
詔
免
民
田
租
。

と
あ
り
、
前
者
は
租
税
の
免
除
と
役
人
に
よ
る
救
済
を
行
い
、
後
者
は
租
税
の
免
除
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
劉
才
の
関
係
は
不
明

で
あ
る
が
、
高
郵
州
が
水
害
に
遭
い
や
す
い
場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
救
済
の
対
応
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、『
御
製
大
誥
』
正
編
「
妄
告
水
災
第
六
十
三
」
に
は
、

鎮
江
丹
徒
民
有
告
水
災
者
曹
定
等
、
所
告
二
百
三
十
七
頃
、
所
踏
止
一
百
六
十
五
頃
。
踏
官
拘
草
藁
而
視
之
、
其
藁
中
之
辞
曰
、

某
頃
某
坵
、
可
作
某
項
某
坵
。
以
熟
作
災
、
以
災
作
熟
。
初
、
朕
聞
水
災
、
急
令
人
踏
、
意
在
賑
済
佃
戸
、
有
産
之
家
罷
給
、
豈

期
刁
詐
之
徒
有
此
。
所
以
各
処
有
司
、
毎
逢
人
間
水
旱
災
傷
、
往
往
不
受
理
者
、
為
其
刁
詐
之
民
相
累
也
。
且
如
丹
徒
曹
定
等
、

以
熟
作
荒
者
六
十
八
頃
九
十
八
畝
。
本
家
田
万
畝
有
奇
、
以
熟
作
荒
者
四
頃
七
十
三
畝
。
彼
為
状
首
、
将
民
間
余
災
不
報
、
以
荒

作
熟
、
坑
害
善
良
。
為
此
、
着
脩
城
一
百
五
丈
。
嗚
呼
、
鎮
江
府
、
京
師
羽
翼
之
郡
、
肇
基
先
労
之
民
、
天
下
既
平
、
数
免
徴
税
、

止
是
当
夫
。
自
洪
武
十
四
年
、
免
徴
秋
夏
税
糧
、
至
洪
武
十
八
年
、
五
年
并
不
曽
徴
税
。
今
年
妄
告
水
災
、
竟
不
知
奸
出
何
意
。
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所
以
不
赦
者
、
為
此
也
。

と
あ
り
、
南
直
隷
鎮
江
府
丹
徒
県
（
現
江
蘇
省
鎮
江
市
）
の
災
害
の
記
録
を
『
明
実
録
』
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
水
害
に
あ

っ
た
と
称
す
る
曹
定
ら
は
か
な
り
裕
福
な
郷
居
地
主
で
あ
っ
て
、
か
な
り
の
面
積
の
豊
作
を
被
災
と
偽
っ
て
水
害
を
申
し
出
、
役
人
に

よ
る
現
地
調
査
は
当
人
ら
の
申
告
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
す
だ
け
で
あ
り
、
実
際
に
被
災
し
た
住
民
の
田
畑
は
被
災
を
豊
作
と
偽
っ
て
黙

殺
し
た
。
こ
の
申
告
に
基
づ
い
て
、
城
壁
の
修
復
工
事
ま
で
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
来
、
鎮
江
府
の
住
民
は
建
国
の
礎
に
な

っ
た
人
々
で
あ
る
た
め
、
建
国
後
、
度
々
、
徴
税
を
免
除
し
、
洪
武
十
四
年
（
一
三
八
一
）
か
ら
五
年
も
重
ね
て
免
税
措
置
を
執
っ
て
い

る
地
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
虚
偽
の
被
害
届
は
朱
元
璋
の
逆
鱗
に
触
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

最
後
に
『
御
製
大
誥
』
続
編
「
糧
長
妄
奏
水
災
第
四
十
六
」
に
は
、

糧
長
之
設
、
初
開
勘
合
、
朕
諭
糧
長
曰
、
今
勘
合
上
、
不
許
将
地
方
犬
牙
相
制
、
易
為
催
辦
。
其
中
戸
多
有
買
田
不
過
割
的
、
教

過
割
了
、
田
多
灑
派
了
的
、
教
収
在
本
戸
自
身
裏
、
移
坵
換
段
的
、
各
帰
本
主
、
詭
寄
的
如
之
、
不
従
的
来
奏
。
若
区
内
果
有
積

年
荒
田
、
有
司
不
行
除
豁
、
其
刁
頑
之
徒
借
此
名
色
包
荒
虐
吾
民
者
、
爾
糧
長
従
実
具
奏
、
以
憑
除
豁
積
荒
、
召
民
佃
種
。
凡
有

水
旱
災
傷
、
将
所
災
頃
畝
人
戸
姓
名
、
従
実
報
官
、
憑
此
賑
済
。
其
糧
長
唐
謙
等
目
撃
耳
聞
前
去
、
心
生
譎
許
、
将
前
所
諭
数
等

民
間
、
尽
行
隠
匿
。
洪
武
十
八
年
水
災
、
糧
長
唐
謙
等
撥
置
不
良
之
戸
、
以
災
一
分
、
具
告
十
分
、
中
間
以
荒
作
熟
、
以
熟
作
荒
、

以
災
作
熟
、
以
熟
作
災
。
其
状
首
已
被
拘
拿
、
本
人
暗
中
使
鈔
買
嘱
官
吏
、
亦
用
銭
物
買
嘱
該
収
糧
衛
分
、
不
行
具
奏
。
本
人
糧

未
至
、
朦
朧
直
待
農
忙
、
見
将
呉
江
県
糧
長
葛
徳
潤
准
災
、
又
顧
常
・
陸
仲
和
准
災
、
唐
謙
等
纔
方
出
奏
。
万
石
之
糧
、
止
納
一
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千
者
有
之
、
二
千
者
有
之
、
余
有
八
千
九
千
不
納
者
。
為
此
刁
頑
、
拿
下
鞫
問
情
由
、
却
乃
従
実
供
招
在
官
、
以
致
罪
発
雲
南
。

嗚
呼
、
朕
、
君
也
。
与
民
約
、
民
失
信
不
従
教
、
而
置
身
於
禍
、
愚
哉
。
設
使
良
有
司
、
対
彼
宣
布
条
章
、
闡
敷
五
教
、
此
等
頑

民
、
豈
不
侮
之
、
甚
也
歟
。

と
あ
り
、
南
直
隷
蘇
州
府
呉
江
県
の
災
害
の
記
録
は
『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
十
九
年
三
月
壬
午
（
二
六
日
）
の
条
に
、

蘇
州
府
呉
江
県
水
、
詔
免
今
年
田
租
。

と
あ
る
も
の
の
、
洪
武
十
八
年
（
一
三
八
五
）
に
糧
長
の
不
正
に
関
わ
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。「
糧
長
妄
奏
水
災
第
四
十

六
」
の
当
該
記
述
に
よ
れ
ば
、
糧
長
が
設
置
さ
れ
た
区
を
舞
台
に
、
豊
作
と
不
作
を
す
り
替
え
て
「
不
良
之
戸
」
と
手
を
結
ん
で
役
人

を
買
収
し
た
糧
長
の
唐
謙
・
葛
徳
潤
・
顧
常
と
陸
仲
和
の
う
ち
、
所
在
地
が
明
記
さ
れ
た
者
は
呉
江
県
の
糧
長
で
あ
る
葛
徳
潤
の
み
で

あ
る
が
、
ほ
か
の
者
た
ち
も
江
南
の
者
た
ち
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
み
な
、
雲
南
に
流
さ
れ
た
と
い
う
。『
大
明
会
典
』
は
正
徳
（
災
傷
の

条
）
も
万
暦
（
災
傷
・
報
勘
災
傷
の
項
）
も
、

（
洪
武
）
十
八
年
、
令
災
傷
去
処
、
有
司
不
奏
、
許
本
処
耆
宿
、
連
名
申
訴
、
有
司
極
刑
不
饒
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
「
糧
長
妄
奏
水
災
第
四
十
六
」
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
明
太
祖
実
録
』
の
洪
武
十
八
年
か
ら
十
九
年
初
に
関
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わ
る
水
害
記
事
に
つ
い
て
は
、

一
、
洪
武
十
八
年
五
月
是
月
の
条　

応
天
府
及
黄
州
・
荊
州
・
常
徳
三
府
、
皆
大
水
。

二
、
洪
武
十
八
年
八
月
是
月
の
条　

河
南
水
、
出
内
帑
鈔
一
十
二
万
三
千
五
百
八
十
五
錠
、
遣
使
、
徃
賑
其
民
。

三
、
洪
武
十
八
年
冬
十
一
月
乙
亥
（
十
七
日
）
の
条　

湖
広
常
徳
府
奏
言
、
今
歳
大
水
、
澇
傷
塘
田
一
千
三
百
五
十
頃
、
為
租
一
十

万
一
百
十
五
石
。
詔
並
免
徵
。
先
是
、
河
南
水
患
及
山
東
・
北
平
大
雨
、
澇
傷
民
田
。
上
曰
、
中
原
諸
州
、
元
季
戦
争
受
禍
最
惨
、

積
骸
成
丘
、
居
民
鮮
少
。
朕
極
意
安
撫
、
数
年
始
蘇
。
不
幸
、
加
以
水
澇
。
朕
甚
憫
之
。
至
是
、
詔
、
凡
被
水
之
処
免
今
年
田
租
、

河
南
二
十
三
万
七
千
五
百
余
石
、
山
東
・
北
平
二
百
五
十
五
万
五
千
九
百
余
石
。

四
、
洪
武
十
九
年
四
月
丁
亥
（
二
日
）
の
条　

詔
遣
御
史
蔡
新
・
給
事
中
宮
俊
、
徃
河
南
、
検
覈
被
水
人
民
、
有
賑
済
不
及
者
、
補

給
之
。
上
諭
之
曰
、
民
之
被
水
旱
者
、
朝
夕
待
哺
。
已
遣
人
賑
済
。
朕
恐
有
司
奉
行
不
至
、
有
賑
済
不
及
者
、
不
得
粒
食
、
瀕
於

死
亡
。
深
用
閔
念
、
特
命
爾
、
徃
彼
、
覈
実
、
有
未
賑
済
者
、
即
補
給
之
。
又
曰
、
君
之
養
民
、
如
保
赤
子
、
恒
念
其
飢
寒
、
為

之
衣
食
。
故
曰
、
元
后
作
民
父
母
。
爾
等
、
其
體
朕
至
懐
。

と
、
四
条
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
洪
武
十
八
年
五
月
に
は
応
天
府
（
現
江
蘇
省
南
京
市
）
と
湖
広
の
黄
州
（
現
湖
北
省
黄
岡
市
）・

荊
州
（
現
湖
北
省
荊
州
市
）・
常
徳
府
（
現
湖
北
省
常
徳
市
）
で
大
水
害
が
発
生
し
、
同
八
月
に
は
河
南
に
拡
が
り
、
山
東
・
北
平
で
も
大

雨
と
な
っ
た
。
翌
十
九
年
に
は
御
史
・
給
事
中
を
河
南
に
派
遣
し
て
救
済
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
良
民
を
見
つ
け
出
し
て
救
済
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。
従
っ
て
、
水
害
が
頻
発
す
る
中
で
糧
長
が
暗
躍
す
る
余
地
が
拡
が
り
、
こ
れ
に
対
し
て
朱
元
璋
は
警
戒
感
を
示
し
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た
の
が
「
糧
長
妄
奏
水
災
第
四
十
六
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、『
御
製
大
誥
』
に
つ
い
て
の
検
討
が
長
く
な
っ
た
が
、
最
後
に
『
皇
明
祖
訓
』
の
引
用
条
文
を
見
て
み
よ
う
。『
皇
明
祖
訓
』

は
洪
武
六
年
（
一
三
七
三
）
に
成
立
し
た
『
祖
訓
禄
』
を
洪
武
二
八
年
（
一
三
九
五
）
に
再
編
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
条
文
は

「
祖
訓
首
章
」
の
一
つ
で
あ
り
、『
正
徳
会
典
』
に
あ
る
「
稍
有
附
余
択
地
痩
民
貧
処
」
の
フ
レ
ー
ズ
の
「
有
」
の
字
は
皇
明
制
書
本）
27
（

で

は
確
認
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、
朱
元
璋
は
建
国
後
、「
四
方
に
水
旱
等
の
災
い
が
有
れ
ば
」
と
あ
る
の
で
、
水
害
・
旱
魃
を
主
と
し
て

被
災
地
の
税
糧
を
優
免
す
る
ほ
か
、
豊
作
の
年
で
災
傷
が
な
く
て
も
、「
地
痩
民
貧
の
処
」
と
あ
る
の
で
、
地
味
乏
し
く
民
の
貧
し
い
地

域
に
つ
い
て
は
臨
時
の
措
置
と
し
て
優
免
を
行
う
よ
う
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
心
が
け
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
祖
訓
は
基
本
的
に
朱

元
璋
が
皇
太
子
家
を
中
心
と
す
る
皇
族
に
統
治
者
と
し
て
の
あ
り
方
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
度
重
な
る
災
害
を
く
ぐ

り
抜
け
て
来
た
朱
元
璋
が
災
傷
を
軽
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
洪
武
年
間
の
場
合

　
『
正
徳
会
典
』
は
災
傷
の
項
目
で
一
括
し
て
い
る
が
、『
万
暦
会
典
』
の
災
傷
の
項
目
は
報
勘
災
傷
、
蠲
免
折
徵
、
賑
済
災
害
と
捕
蝗

と
い
う
、
現
地
調
査
報
告
、
税
糧
の
減
免
措
置
、
災
害
救
済
と
飛
蝗
捕
獲
の
四
つ
に
分
類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
前
章
で
の
会

典
前
言
の
検
討
か
ら
も
、
朱
元
璋
は
災
傷
と
そ
の
救
済
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
両
会
典
の
災
傷
の
項

目
に
お
け
る
洪
武
年
間
の
条
文
を
集
め
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
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洪
武
元
年
、
令
水
旱
去
処
、
不
拘
時
限
、
従
実
踏
勘
実
災
、
税
糧
即
与
蠲
免
。

は
両
会
典
に
見
え
、
万
暦
会
典
で
は
蠲
免
折
徵
の
条
に
あ
る
。『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
元
年
八
月
己
卯
（
十
一
日
）
の
条
に
、

大
赦
天
下
詔
曰
、
…
…
今
歳
、
水
旱
為
災
、
所
司
具
以
実
聞
、
蠲
其
租
賦
。
鎮
江
密
邇
京
畿
、
餽
運
供
億
、
未
獲
休
息
、
而
旱
熯

尤
甚
、
悉
免
。
今
年
秋
租
及
明
年
夏
税
、
州
郡
人
民
因
兵
乱
逃
避
他
方
、
田
産
已
帰
於
有
力
之
家
。
其
耕
墾
成
熟
者
、
聽
為
己
業
。

若
還
鄉
復
業
者
、
有
司
於
旁
近
荒
田
内
如
数
給
与
耕
種
。
其
余
荒
田
、
亦
許
民
墾
闢
為
己
業
、
免
徭
役
三
年
。

と
あ
り
、
朱
元
璋
は
役
人
に
水
害
と
旱
魃
に
よ
る
災
害
を
実
地
調
査
・
報
告
さ
せ
、
税
糧
の
免
除
を
命
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
会
典
の
典

拠
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。『
正
徳
会
典
』
の
次
の
条
は
す
で
に
前
項
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

十
八
年
、
令
災
傷
去
処
、
有
司
不
奏
、
許
本
処
耆
宿
、
連
名
申
訴
、
有
司
極
刑
不
饒
。

は
『
万
暦
会
典
』
で
は
報
勘
災
傷
の
条
に
見
え
る
。『
万
暦
会
典
』
の
賑
済
の
条
の
み
に
あ
る
、

洪
武
十
八
年
、
令
天
下
有
司
、
凡
遇
歲
饑
、
先
発
倉
廩
賑
貸
、
然
後
具
奏
。
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に
つ
い
て
は
、『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
二
六
年
夏
四
月
乙
亥
朔
（
一
日
）
の
条
に
、

湖
広
徳
安
府
孝
感
県
言
、
民
饑
、
官
有
預
備
倉
糧
万
一
千
石
、
請
以
貸
民
即
命
、
行
人
乗
駅
、
往
給
之
。
上
諭
戸
部
臣
曰
、
朕
嘗

捐
内
帑
之
資
付
、
天
下
耆
民
糴
粟
、
以
儲
之
、
正
欲
備
荒
歉
、
以
済
饑
民
也
。
若
歳
荒
民
饑
、
必
候
奏
請
、
道
途
徃
返
、
遠
者
動

経
数
月
、
則
民
之
饑
死
者
多
矣
。
爾
戸
部
即
諭
天
下
有
司
、
自
今
凡
遇
歳
饑
、
則
先
発
倉
廩
、
以
貸
民
、
然
後
奏
聞
。
著
為
令
。

と
あ
り
、
洪
武
十
八
年
と
同
主
旨
の
対
応
を
決
め
て
い
る
も
の
の
、
洪
武
十
八
年
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
正
徳
会
典
』
で

は
、

二
十
六
年
、
令
天
下
有
司
、
凡
遇
歲
饑
、
先
発
倉
廪
賑
貸
、
然
後
具
奏
。

と
、
洪
武
二
六
年
（
一
三
九
三
）
の
こ
と
に
し
て
お
り
、『
正
徳
会
典
』
は
こ
の
『
明
実
録
』
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
い
る
。『
万
暦
会

典
』
の
本
条
は
本
当
に
根
拠
が
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
な
お
、『
万
暦
会
典
』
の
報
勘
災
傷
の
条
の
み
に
あ
る
、

二
十
六
年
定
。
凡
各
処
田
禾
、
遇
有
水
旱
災
傷
、
所
在
官
司
踏
勘
明
白
、
具
実
奏
聞
。
仍
申
合
干
上
司
、
転
達
戸
部
、
立
案
具
奏
、

差
官
前
往
災
所
、
覆
踏
是
実
、
将
被
災
人
戸
姓
名
・
田
地
頃
畝
・
該
徵
税
糧
数
目
、
造
冊
繳
報
本
部
立
案
、
開
写
災
傷
縁
由
、
具

奏
。



― 58 ―

に
つ
い
て
も
、『
明
実
録
』
の
同
条
を
典
拠
し
て
い
る
。『
正
徳
会
典
』
の
み
に
あ
る
、

二
十
五
年
、
令
山
東
災
傷
去
処
、
每
戸
給
鈔
五
錠
。

に
つ
い
て
は
根
拠
不
明
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
な
の
か
『
万
暦
会
典
』
に
は
載
せ
な
い
。
次
の
両
会
典
に
見
え
る
、

二
十
七
年
、
定
災
傷
去
処
散
糧
則
例
、
大
口
六
斗
、
小
口
三
斗
、
五
歲
以
下
不
与
。

に
つ
い
て
は
、『
明
実
録
』
に
は
見
出
せ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
会
典
の
条
令
に
は
す
で
に
根
拠
を
追
え
な
い
も
の
も
多
い
が
、
朱
元
璋
が
災
傷
に
対
す
る
救
済
に
熱
心
で
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
律
令
で
み
れ
ば
、
洪
武
元
年
に
頒
布
さ
れ
た
『
大
明
令
』
に
は
管
見
の
限
り
、
災
傷
に
関
わ
る
条

目
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
同
年
に
公
布
し
、
洪
武
七
年
（
一
三
七
四
）、
同
二
二
年
（
一
三
八
九
）
及
び
同
三
十
年
（
一
三
九
七
）
に

改
修
さ
れ
た
『
大
明
律
』
の
戸
律
、
検
踏
災
傷
田
糧
の
条
に
は
、

凡
部
内
有
水
旱
霜
雹
及
蝗
蝻
為
害
、
一
応
災
傷
田
糧
、
有
司
官
吏
応
准
告
、
而
不
即
受
理
申
報
検
踏
、
及
本
管
上
司
不
与
委
官
覆

踏
者
、
各
杖
八
十
。
若
初
覆
検
踏
官
吏
不
行
親
詣
田
所
、
及
雖
詣
田
所
不
為
用
心
、
従
実
検
踏
、
止
憑
里
長
・
甲
首
朦
朧
供
報
、

中
間
以
熟
作
荒
、
以
荒
作
熟
、
増
減
分
数
通
同
作
弊
瞞
官
害
民
者
、
各
杖
一
百
、
罷
職
役
、
不
叙
。
若
致
枉
有
所
徴
免
糧
数
、
計
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贓
重
者
坐
贓
論
、
里
長
・
甲
首
、
各
与
同
罪
、
受
財
者
並
計
贓
以
枉
法
従
重
論
。

〇
其
検
踏
官
吏
及
里
長
・
甲
首
、
失
於
関
防
、
致
有
不
実
者
、
計
田
十
畝
以
下
免
罪
、
十
畝
以
上
至
二
十
畝
、
笞
二
十
、
毎
二
十

畝
、
加
一
等
、
罪
止
、
杖
八
十
。

〇
若
人
戸
、
将
成
熟
田
地
、
移
坵
換
段
、
冒
告
災
傷
者
、
一
畝
至
五
畝
、
笞
四
十
。
毎
五
畝
加
一
等
、
罪
止
杖
一
百
。
合
納
税
糧
、

依
数
追
徴
入
官
。

と
あ
り
、
水
害
や
旱
魃
、
霜
や
雹
、
蝗
蝻
の
害
が
あ
り
、
田
糧
が
災
傷
を
受
け
た
と
申
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、
管
轄
す
る
役
人
は
必
ず

現
地
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
里
長
や
甲
首
な
ど
の
現
地
有
力
者
の
被
害
報
告
を
漠
然
と
受
け
入
れ
た
結
果
、
豊
作
が
凶
作
、

凶
作
が
豊
作
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
て
、
実
際
に
災
傷
を
受
け
た
民
衆
が
損
害
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
場

合
は
関
係
し
た
役
人
、
里
長
や
甲
首
は
処
罰
を
受
け
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
御
製
大
誥
』
正
編
・
続
編
と
比
較
し
て
み
て
も
、

実
際
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
頻
発
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
永
楽
・
宣
徳
年
間
の
場
合

　

両
会
典
に
お
い
て
飛
蝗
対
策
が
明
示
さ
れ
る
の
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、『
万
暦
会
典
』
で
は
捕
蝗
の
条
で
あ
る
が
、

永
楽
元
年
、
令
吏
部
行
文
各
処
有
司
、
春
初
差
人
巡
視
境
内
、
遇
有
蝗
蟲
（『
正
徳
会
典
』
で
は
虫
）
初
生
、
設
法
撲
捕
、
務
要
尽
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絶
。
如
是
坐
視
、
致
使
滋
蔓
為
患
者
、
罪
之
。
若
布
・
按
二
司
官
不
行
厳
督
所
属
巡
視
打
捕
者
、
亦
罪
之
。
每
年
九
月
行
文
、
至

十
一
月
、
再
行
。
軍
衛
令
兵
部
行
文
、
永
為
定
例
。

宣
徳
九
年
、
差
給
事
中
・
御
史
・
錦
衣
衛
官
、
往
山
東
・
河
南
、
打
捕
蝗
蟲
（『
正
徳
会
典
』
で
は
虫
）。

と
あ
り
、
永
楽
元
年
条
文
の
根
拠
は
官
憲
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
宣
徳
九
年
（
一
四
三
四
）
の
条
文
に
つ
い
て
は
『
明
宣
宗
実

録
』
宣
徳
十
年
夏
四
月
戊
辰
（
二
七
日
）
の
条
に
、

山
東
・
河
南
・
順
天
府
・
直
隸
保
定
・
真
定
・
順
徳
・
淮
安
等
府
、
各
奏
蝗
蝻
傷
稼
。
上
命
監
察
御
史
・
給
事
中
、
馳
駅
徃
捕
。

と
あ
る
の
が
典
拠
で
あ
ろ
う
か
。
飛
蝗
対
策
は
戸
部
が
管
轄
で
あ
り
、
地
方
官
を
督
促
し
て
撲
滅
す
る
が
、
地
方
官
が
ま
じ
め
に
巡
視

し
て
蝗
害
の
発
生
を
抑
え
て
い
る
か
を
見
張
る
の
が
布
政
司
・
按
察
司
の
役
目
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
の
が
永
楽
元
年
（
一

四
〇
三
）
の
条
令
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に
給
事
中
や
監
察
御
史
、
或
い
は
錦
衣
衛
の
官
が
加
わ
っ
た
の
が
宣
徳
九
年
の
条
文
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
両
会
典
に
関
わ
り
、『
万
暦
会
典
』
の
賑
済
の
条
に
は
、

永
楽
二
年
、
定
蘇
松
等
府
水
渰
去
処
給
米
則
例
、
每
大
口
米
一
斗
、
六
歲
至
十
四
歲
六
升
、
五
歲
以
下
不
与
。
每
戸
有
大
口
十
口

以
上
者
、
止
与
一
石
。
其
不
係
全
災
、
内
有
缺
食
者
、
原
定
借
米
則
例
、
一
口
借
米
一
斗
、
二
口
至
五
口
二
斗
、
六
口
至
八
口
三
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斗
、
九
口
至
十
口
以
上
者
四
斗
、
候
秋
成
、
抵
斗
還
官
。

と
あ
り
、

六
年
、
令
福
建
瘟
疫
死
絶
人
戸
、
遺
下
老
幼
・
婦
女
・
児
男
、
有
司
験
口
給
米
、
税
塩
糧
（『
正
徳
会
典
』
で
は
糧
塩
）
米
各
項
、
暫

且
停
徵
、
待
成
丁
之
日
、
自
行
立
戸
当
差
。

と
あ
り
、

八
年
、
令
被
災
去
処
、
人
民
典
売
子
女
者
、
官
為
給
鈔
贖
還
。

と
あ
る
。
永
楽
二
年
（
一
四
〇
四
）
の
蘇
州
府
・
松
江
府
（
現
上
海
市
）
に
お
け
る
水
害
に
つ
い
て
は
『
明
太
宗
実
録
』
永
楽
二
年
六
月

辛
卯
（
二
二
日
）、
十
一
月
戊
午
（
二
十
日
）
の
各
条
に
見
え
る
が
、
則
例
制
定
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
永
楽
六
年
（
一
四
〇

八
）
の
福
建
に
お
け
る
人
戸
の
瘟
疫
死
絶
に
つ
い
て
は
、
同
永
楽
八
年
十
二
月
甲
辰
（
十
二
日
）
の
条
に
、

福
建
邵
武
府
言
、
比
歳
、
境
内
疫
民
死
絶
万
二
千
余
戸
、
所
遺
田
地
、
乞
以
杖
罪
囚
徒
、
畊
種
輸
税
。
従
之
。
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と
あ
る
が
、
耕
作
者
が
死
絶
し
た
田
畑
を
囚
人
に
耕
作
さ
せ
て
税
収
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
遺
民
の
救
済
・
自
立
を
趣
旨
と

す
る
条
文
と
は
合
致
し
な
い
。
ま
た
、
永
楽
八
年
（
一
四
一
〇
）
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
同
永
楽
八
年
春
正
月
癸
巳
（
二
七
日
）
の
条
に
、

皇
太
子
以
去
年
江
北
水
患
、
遣
都
察
院
右
副
都
御
史
虞
謙
・
戸
科
給
事
中
杜
欽
、
往
揚
州
・
淮
安
・
鳳
陽
、
直
抵
陳
州
、
視
軍
民

疾
苦
、
悉
免
其
年
被
災
田
租
。
先
、
有
勘
覈
、
未
尽
者
審
実
一
體
蠲
免
。
若
以
輸
在
官
者
、
准
作
今
年
之
数
。
軍
民
有
迫
於
艱
難
、

典
売
子
女
者
、
官
為
贖
還
。

と
あ
る
に
基
づ
く
。
ほ
か
に
、
両
会
典
に
関
わ
り
、『
万
暦
会
典
』
の
報
勘
災
傷
の
条
に
は
、

永
楽
二
十
二
年
、
令
各
処
災
傷
、
有
按
察
司
処
按
察
司
委
官
・
直
隸
処
巡
按
御
史
委
官
（『
正
徳
会
典
』
で
は
委
官
な
し
）、
会
同
踏

勘
。

と
あ
り
、
被
災
地
の
被
害
状
況
調
査
に
お
い
て
、
按
察
司
と
直
隷
巡
按
監
察
御
史
が
合
同
し
て
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
た

条
文
と
し
て
初
め
て
収
載
さ
れ
た
。
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五
、
正
統
か
ら
弘
治
年
間
ま
で
の
場
合

　

ま
ず
、
正
統
か
ら
天
順
年
間
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
両
会
典
に
関
わ
り
『
万
暦
会
典
』
の
賑
済
の
条
に
は
、

正
統
五
年
、
令
各
衛
所
屯
軍
、
有
因
水
旱
、
子
粒
無
収
、
缺
食
者
、
照
缺
食
民
人
事
例
賑
済
、
候
秋
成
、
還
官
。

と
あ
り
、
衛
所
屯
軍
が
水
旱
で
饑
餓
に
陥
っ
た
場
合
は
缺
食
民
人
事
例
に
基
づ
い
て
救
済
し
、
秋
成
を
待
っ
て
官
に
返
還
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
ま
で
民
間
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
た
救
済
が
軍
に
及
ん
だ
こ
と
で
収
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
、

七
年
、
令
各
府
州
県
、
一
応
贓
罰
入
官
之
物
、
俱
於
年
終
変
売
、
在
官
候
秋
成
糴
糧
、
預
備
賑
済
。

に
つ
い
て
は
、『
正
徳
会
典
』
に
収
載
は
な
い
が
、
贓
罰
入
官
の
物
品
を
売
却
し
、
そ
れ
を
元
手
に
米
を
買
い
入
れ
て
預
備
倉
に
入
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
正
統
五
、
七
年
の
条
令
は
『
明
実
録
』
に
見
え
な
い
。
両
会
典
に
関
わ
り
、『
万
暦
会
典
』
の
賑
済
の
条

に
は
、九

年
、
令
揚
州
府
江
潮
泛
漲
、
渰
死
人
民
、
量
給
鈔
錠
収
瘞
。
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と
あ
り
、
高
潮
に
よ
る
溺
死
者
へ
の
救
済
で
あ
る
が
、『
明
英
宗
実
録
』
正
統
九
年
閏
七
月
丙
申
（
十
九
日
）
の
条
が
根
拠
で
あ
る
。
同

じ
く
、景

泰
四
年
、
奏
准
（
奏
准
は
『
正
徳
会
典
』
に
な
い
）
山
東
・
河
南
・
江
北
・
直
隸
徐
州
等
処
災
傷
、
令
所
在
問
刑
衙
門
、
責
有
力
囚

犯
、
於
缺
糧
州
県
倉
納
米
賑
済
、
雑
犯
死
罪
六
十
石
、
流
徒
三
年
四
十
石
、
徒
二
年
半
三
十
五
石
、
徒
二
年
三
十
石
、
徒
一
年
半

二
十
五
石
、
徒
一
年
二
十
石
、
杖
罪
每
一
十
一
石
、
笞
罪
每
一
十
五
斗
。

と
あ
り
、
災
害
時
に
お
い
て
囚
人
に
米
を
納
め
さ
せ
る
条
令
で
あ
る
が
、『
明
英
宗
実
録
』
景
泰
四
年
夏
四
月
癸
卯
（
十
六
日
）
の
条
の

巡
按
山
東
監
察
御
史
顧
𣉒𣉒
の
提
起
に
よ
る
。
景
泰
ス
ラ
ウ
と
さ
れ
る
時
期
の
条
令
が
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
成
化
年
間
に
つ
い
て

は
、『
万
暦
会
典
』
の
賑
済
の
条
の
み
で
あ
る
が
、

成
化
二
年
、
奏
准
、
今
後
、
若
有
侵
欺
、
賑
済
銀
糧
或
将
官
銀
、
仮
以
煎
銷
均
散
為
名
、
却
乃
插
和
銅
鉛
給
与
貧
民
者
、
一
體
解

京
、
発
落
。

と
あ
り
、
災
害
の
救
済
に
お
け
る
ご
ま
か
し
に
対
す
る
処
罰
条
令
で
あ
る
が
、
大
筋
と
し
て
『
明
憲
宗
実
録
』
成
化
二
年
閏
三
月
癸
酉

（
二
日
）
の
条
が
根
拠
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
く
、
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六
年
、
勅
差
堂
上
官
二
員
、
一
員
往
順
天
・
河
間
・
永
平
三
府
、
一
員
往
真
定
・
保
定
二
府
。
災
傷
地
方
、
設
法
招
撫
賑
済
。
如

本
処
倉
糧
缺
乏
、
許
於
附
近
通
州
・
天
津
・
涿
州
・
保
定
等
処
倉
分
量
給
及
搬
運
接
済
。
其
一
応
差
徭
、
俱
暫
優
免
。

と
あ
り
、
被
災
地
の
倉
糧
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
付
近
の
地
方
か
ら
補
給
し
て
救
済
を
行
う
こ
と
、
徭
役
は
暫
時
、
免
除
す
る
こ

と
の
条
令
で
あ
り
、
本
条
の
前
半
は
『
明
憲
宗
実
録
』
成
化
七
年
夏
四
月
己
巳
（
二
七
日
）
の
条
が
根
拠
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ

く
、

又
奏
准
将
京
・
通
二
倉
糧
米
、
発
糶
五
十
万
石
、
每
粳
米
収
銀
六
銭
・
粟
米
五
銭
、
以
殺
京
城
米
価
騰
貴
。
再
将
文
武
官
吏
俸
糧
、

預
支
三
箇
月
。

と
あ
り
、『
明
憲
宗
実
録
』
成
化
六
年
九
月
己
亥
（
二
四
日
）
の
条
の
太
子
少
保
兵
部
尚
書
兼
文
淵
閣
大
学
士
彭
時
の
上
奏
が
根
拠
で
あ

る
。
両
会
典
に
関
わ
り
、『
万
暦
会
典
』
報
勘
災
傷
の
条
に
は
、

成
化
十
二
年
、
令
各
処
巡
按
御
史
・
按
察
司
官
、
踏
勘
災
傷
、
係
民
田
者
、
会
同
布
政
司
官
、
係
軍
田
者
、
会
同
都
司
官
。

と
あ
り
、
被
災
し
た
民
間
の
田
と
衛
所
の
屯
田
で
は
被
災
調
査
を
す
る
担
当
官
僚
を
系
統
分
け
し
て
い
る
条
令
で
あ
り
、『
明
憲
宗
実

録
』
成
化
十
二
年
九
月
発
卯
（
三
日
）
の
条
を
根
拠
と
す
る
。
次
に
『
万
暦
会
典
』
蠲
免
折
徵
の
条
の
み
の
条
令
で
あ
る
が
、
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成
化
十
九
年
、
奏
准
、
鳳
陽
等
府
被
災
秋
田
糧
、
以
十
分
為
率
、
減
免
三
分
、
其
余
七
分
除
存
留
外
、
起
運
者
、
照
江
南
折
銀
則

例
、
每
石
徵
銀
二
銭
五
分
、
送
太
倉
銀
庫
。
另
項
収
貯
備
辺
。
以
後
、
事
體
相
類
者
、
俱
照
此
例
。

と
あ
り
、
鳳
陽
等
府
（
現
安
徽
省
滁
州
市
）
の
秋
糧
の
被
災
に
つ
い
て
、
税
糧
の
三
割
を
免
除
し
、
七
割
は
存
留
分
を
除
外
し
て
輸
送
し
、

江
南
折
銀
則
例
に
照
ら
し
て
太
倉
銀
庫
に
納
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
明
憲
宗
実
録
』
成
化
十
九
年
八
月
戊
子
（
二
八
日
）
の
条

の
巡
按
直
隸
監
察
御
史
魏
璋
の
奏
勘
を
根
拠
と
す
る
。

　

最
後
に
、
弘
治
年
間
に
つ
い
て
は
、
両
会
典
に
関
わ
り
、『
万
暦
会
典
』
報
勘
災
傷
の
条
に
は
、

弘
治
十
一
年
、
令
災
傷
処
所
、
及
時
委
官
踏
勘
、
夏
災
不
得
過
六
月
終
、
秋
災
不
得
過
九
月
終
。
若
所
司
報
不
及
時
、
風
憲
官
狥

情
市
恩
、
勘
有
不
実
者
（『
正
徳
会
典
』
で
は
者
な
し
）。
聴
戸
（『
正
徳
会
典
』
で
は
本
）
部
参
究
。

と
あ
り
、
被
災
地
に
つ
い
て
は
委
官
が
現
地
調
査
す
る
が
、
夏
災
は
六
月
ま
で
、
秋
災
は
九
月
ま
で
に
調
査
を
終
え
る
こ
と
と
し
、
当

地
の
役
人
が
報
告
せ
ず
、
ま
た
は
調
査
に
情
実
が
あ
る
場
合
は
戸
部
で
聴
取
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
条
文
に
つ
い
て
、『
明
実
録
』

に
は
根
拠
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
次
に
『
万
暦
会
典
』、
蠲
免
折
徵
の
条
の
み
の
条
文
で
あ
る
が
、

弘
治
三
年
、
議
准
災
傷
応
免
糧
草
事
例
。
全
災
者
免
七
分
、
九
分
者
免
六
分
、
八
分
者
免
五
分
、
七
分
者
免
四
分
、
六
分
者
免
三

分
、
五
分
者
免
二
分
、
四
分
者
免
一
分
、
止
於
存
留
内
除
豁
、
不
許
将
起
運
之
数
、
一
槩
混
免
。
若
起
運
不
足
、
通
融
撥
補
。
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と
あ
り
、
糧
草
の
納
税
に
関
し
て
の
被
災
の
場
合
の
減
額
幅
を
決
め
た
条
令
で
あ
る
が
、『
明
実
録
』
に
は
根
拠
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

次
に
同
じ
く
、

十
七
年
、
議
准
蘇
松
災
傷
、
起
運
不
前
、
暫
将
一
年
。
在
京
各
衙
門
官
員
月
糧
、
米
每
石
折
銀
八
銭
、
該
在
南
京
本
色
禄
俸
、
每

石
照
旧
折
銀
七
銭
、
其
南
京
各
衙
門
官
員
俸
糧
、
每
月
除
米
一
石
折
銀
八
銭
。
其
余
并
南
京
各
衛
倉
糧
、
俱
每
石
折
銀
七
銭
、
漕

運
糧
米
折
銀
二
十
万
石
、
每
石
兑
運
七
銭
、
改
兑
六
銭
、
各
解
交
納
。

と
あ
り
、
蘇
州
・
松
江
府
の
被
災
に
関
連
し
て
、
在
京
各
衙
門
の
官
僚
の
月
糧
を
切
り
下
げ
る
条
文
で
あ
り
、『
明
実
録
』
に
は
根
拠
を

見
出
せ
な
か
っ
た
。
次
に
『
万
暦
会
典
』、
賑
済
の
条
の
み
の
条
文
で
あ
る
が
、

弘
治
二
年
、
議
准
順
天
・
河
閒
・
永
平
等
府
水
災
渰
死
人
口
之
家
、
量
給
米
二
石
、
漂
流
房
屋
・
頭
畜
之
家
、
給
与
米
一
石
。

と
あ
り
、『
明
孝
宗
実
録
』
弘
治
二
年
八
月
戊
子
（
三
日
）
の
条
の
内
閣
大
学
士
劉
吉
等
の
「
以
災
異
言
七
事
」
を
根
拠
と
す
る
。
同
じ

く
、

十
四
年
、
令
徐
淮
二
倉
、
各
撥
米
三
万
石
、
臨
清
倉
撥
四
万
石
、
分
派
附
近
被
災
処
所
、
賑
済
。
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と
あ
り
、
徐
州
・
淮
安
の
二
倉
か
ら
付
近
の
被
災
地
に
米
を
送
っ
て
救
済
を
行
う
条
文
で
あ
り
、『
明
孝
宗
実
録
』
弘
治
十
四
年
十
二
月

丙
辰
（
十
二
日
）
の
条
を
根
拠
と
す
る
。

お
わ
り
に

　

紙
幅
の
関
係
で
こ
の
続
き
の
検
討
は
続
編
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
以
上
の
検
討
の
中
間
ま
と
め
的
な
こ
と
を
行
っ

て
お
き
た
い
。『
大
明
万
暦
会
典
』
災
傷
の
条
で
収
載
さ
れ
た
条
令
数
は
、
洪
武　

五
、
永
楽　

五
、
宣
徳　

一
、
正
統　

三
、
景
泰　

一
、
成
化　

五
、
弘
治　

五
、
嘉
靖　

三
十
、
万
暦　

二
で
あ
り
、
洪
武
・
永
楽
年
間
の
明
朝
初
期
と
、
成
化
・
弘
治
年
間
及
び
嘉
靖

年
間
に
条
令
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
確
か
に
嘉
靖
ス
ラ
ウ
に
は
条
令
が
集
中
し
て
い
る
も
の
の
、
景
泰
ス
ラ
ウ
に
関
し
て

は
逆
に
少
な
い
。
寧
ろ
、
洪
武
・
永
楽
年
間
と
い
う
国
家
に
関
わ
る
多
く
の
決
定
が
な
さ
れ
た
時
期
の
条
令
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
成
化
・
弘
治
年
間
か
ら
収
載
条
令
数
は
多
く
な
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
嘉
靖
年
間
に
つ
い
て
の
検
討
は
ま
だ
で
あ
る
が
、
災
害

が
多
く
な
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、『
正
徳
会
典
』
完
成
後
、『
万
暦
会
典
』
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
手
近
の
嘉
靖
年
間
の
条
令
が
多

く
収
載
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
時
期
の
条
令
は
万
暦
年
間
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
可
能
性
は
考
え
た
方
が
よ
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
今
後
、
考
察
し
た
い
。

　

さ
て
、『
皇
明
詔
令
』
巻
十
六
で
は
「
賑
恤
京
畿
山
東
河
南
詔
」、『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
巻
十
三
、
戸
部
類
で
は
「
遇
災
寛
恤
事
例
」

と
す
る
詔
令
で
は
（﹇　

﹈
内
は
『
皇
明
詔
令
』、（　

）
内
は
『
皇
明
条
法
事
類
纂
』）、
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﹇
成
化
九
年
四
月
十
七
日
、﹈（
奉
天
承
運
）
皇
帝
詔
曰
、
朕
﹇
紹
﹈（
維
）
祖
宗
鴻
業
、
為
天
下
生
民
主
、
夙
夜
憂
勤
、
用
図
康
済
。

﹇
奈
﹈（
柰
）
近
年
以
来
、
旱
澇
相
﹇
継
﹈（
仍
）、﹇
歲
数
﹈（
数
歳
）
不
登
。
加
以
今
春
﹇
亢
﹈（
元
）
旱
為
﹇
甚
﹈（
災
）、
京
畿
州

県
被
﹇
傷
﹈（
災
）
者
多
、
而
山
東
・
済
南
等
府
﹇
六
府
﹈、
河
南
・
彰
徳
一
府
災
傷
尤
甚
。
人
民
缺
食
、
十
﹇
常
﹈（
存
）
八
九
。

守
臣
以
吿
、
朕
心
惻
然
。
夫
民
生
不
遂
、
実
司
牧
之
過
。
如
﹇
又
﹈（
有
）
坐
視
其
饑
窘
窮
困
而
不
顧
、
豈
為
民
父
母
﹇
之
﹈（
知
）

道
哉
。
用
是
発
倉
儲
、
出
﹇
幣
蔵
﹈（
内
帑
）、
弘
﹇
敷
﹈（
施
）
寛
恤
之
﹇
仁
﹈（
人
）、﹇
永
﹈（
少
）
慰
黎
﹇
庶
﹈﹇
通
﹈
之
（
元
）

望
。
凡
爾
居
官
食
禄
、
為
朕
牧
民
者
、
務
（
要
）
加
意
賑
恤
、
毋
生
事
煩
擾
。
仍
諭
﹇
居
﹈（
吾
）
民
﹇
鄰
﹈（
隣
）
里
相
救
、
有

無
相
（
同
）、
共
齋
﹇
難
﹈（
艱
）﹇
厄
﹈（
危
）、
以
﹇
候
﹈（
俟
）
秋
成
。
有
積
者
、﹇
毋
﹈（
無
）﹇
糶
﹈（
糴
）
自
私
、
乖
救
急
之

﹇
義
﹈（
意
）。
窮
乏
者
、﹇
毋
﹈
流
移
転
﹇
展
﹈（
徒
）、
放
縱
非
為
、
以
重
（
而
）
害
爾
生
。
於
戲
、
憂
民
（
人
）﹇
之
﹈
憂
、
朕
心

（
良
）
切
、
故
﹇
兹
﹈（
滋
）
詔
示
、
咸
使
聞
知
。

計
開
﹇
所
有
﹈
寛
恤
事
宜
。

﹇
条
示
于
後
﹈

一
件
、
被
災
﹇
傷
﹈
之
処
、
成
化
九
年
夏
税
小
麥
、
絲
綿
・
絹
（
涓
）
疋
・
戸
口
塩
鈔
、
山
東
六
府
并
順
徳
・
広
平
・
彰
徳
三
府
、

尽
行
蠲
免
、
順
天
・
河
間
・
真
定
・
大
名
四
府
免
五
分
、
保
定
一
府
免
二
分
。
所
属
州
県
中
間
、
災
有
軽
重
、
宜
従
巡
﹇
按
﹈（
撫
）

官
酌
量
施
行
。
其
秋
糧
・
馬
草
、
并
衞
所
屯
﹇
種
﹈（
田
）﹇
籽
﹈（
子
）
粒
、
待
﹇
秋
﹈（
収
）
成
（
後
）
具
実
奏
報
処
置
。
一
、

前
項
司
・
府
遞逓
年
逃
民
拖
欠
税
糧
等
項
、（
塁
）
及
見
在
人
民
陪
納
者
、
自
成
化
六
年
﹇
十
二
月
﹈
以
前
、
俱
免
追
徵
。

一
、
山
東
・
長
蘆
塩
運
司
被
災
﹇
去
処
﹈（
場
分
）、
今
年
該
徵
塩
課
、
山
東
減
（
免
）
五
分
、
長
蘆
減
三
分
。

一
、
前
項
司
・
府
・
衞
・
所
被
災
去
処
、
一
応
寄
﹇
養
﹈
孶
・
牧
・
騎
操
馬
騾
驢
牛
、
自
成
化
九
年
四
月
以
﹇
前
倒
死
﹈
虧
欠
、
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被
盗
等
項
、
已
報
在
官
、
例
該
追
﹇
賠
﹈（
陪
）
并
﹇
原
﹈（
先
）
次
停
止
折
買
未
完
者
、
尽
行
蠲
免
。
如
已
徵
價
値
在
官
、
不
在

此
例
、
其
走
失
被
盗
馬
匹
、
日
後
得
獲
、
照
旧
還
官
。

一
、
前
﹇
件
﹈（
項
）﹇
災
﹈（
被
）
傷
去
処
、
清
出
各
衞
所
逃
故
等
項
軍
﹇
士
﹈（
壮
）、
除
原
逃
正
身
起
解
﹇
外
﹈、
其
査
理
査
補

（
等
項
）、
暫
﹇
且
﹈（
具
）
停
止
、
候
豊
﹇
年
﹈
起
解
。

一
、
真
定
・
大
名
二
府
、
成
化
九
年
﹇
緞
﹈（
叚
）
派
買
猪
・
羊
・
雞
隻
價
銀
未
﹇
起
﹈
解
者
、
尽
行
﹇
蠲
﹈（
停
）
免
。

一
、
山
東
成
化
九
年
歳
辦
疋
・
皮
張
・
翎
﹇
鰾
﹈（
鏢
）、
悉
皆
蠲
免
。

一
、
成
化
九
年
砍
柴
人
夫
、
山
東
（
并
）・
順
天
・
保
定
・
真
定
三
府
、
先
已
通
減
三
分
、
其
余
除
起
解
﹇
外
﹈（
到
）、
山
東
夏

﹇
秋
﹈（
税
）
二
季
未
起
人
夫
、
悉
皆
停
免
。
順
天
・
保
﹇
定
﹈・
真
定
三
府
二
季
内
、
量
減
二
分
。
工
部
神
木
廠
﹇
苫
﹈（
若
）
蓋

木
植
人
夫
、
以
十
分
為
率
、
存
留
四
分
看
守
、
其
余
放
免
、﹇
以
甦
﹈（
蘇
）
民
困
。

一
、
前
項
被
災
去
処
、
官
吏
・
軍
民
﹇
有
﹈
為
事
、
曾
経
法
司
問
断
回
﹇
還
﹈
原
籍
、
官
司
追
﹇
賠
﹈（
納
入
官
）
銭
糧
・
贓
物
・

紙
鈔
未
完
者
、
俱
免
追
﹇
納
﹈（
徴
）。（
其
解
納
）
銭
糧
・
馬
草
等
項
人
戸
、
有
被
攬
頭
坑
陷
、
或
﹇
遇
﹈
水
火
盗
賊
、
事
有
顕

跡
、（
曾
）
已
吿
在
官
、
又
﹇
拘
﹈（
行
）
家
属
名
下
重
﹇
追
賠
﹈（
徴
陪
）
納
者
、
即
与
分
豁
。

一
、
前
項
被
災
地
方
逃
軍
・
逃
匠
・
逃
﹇
囚
﹈（
民
）
人
等
、
自
詔
書
到
日
（
為
始
）、
限
﹇
一
﹈（
三
箇
）
月
以
裏
﹇
首
﹈（
守
）

官
免
罪
、
各
還
（
役
）
寧
家
。
其
有
為
事
被
提
、
逃
﹇
避
﹈（
叛
）
山
林
者
、
許
於
所
在
官
司
首
吿
。
真
犯
死
罪
、
該
管
官
司
査
審

明
白
、
奏
﹇
聞
﹈（
請
）
定
奪
。
其
余
（
悉
皆
）
宥
免
。

一
、
累
﹇
撥
﹈（
発
）
京
庫
銀
両
并
各
処
倉
糧
、
賑
済
缺
食
軍
民
、
巡
撫
（
官
）
務
﹇
要
﹈
着
（
落
）
司
・
府
・
州
・
県
、
分
役
驗

実
放
散
、
不
許
﹇
遅
﹈（
違
）
誤
。
凡
一
応
在
官
工
役
不
急
之
務
、
俱
暫
停
止
、（
令
民
自
在
営
生
）、
毋
或
労
擾
。
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と
あ
り
、
成
化
九
年
（
一
四
一
一
）
に
お
け
る
北
直
隷
・
河
南
・
山
東
に
お
け
る
被
災
に
対
す
る
救
済
を
示
し
た
も
の
で
、『
明
憲
宗
実

録
』
成
化
九
年
三
月
丙
申
（
六
日
）
の
条
に
は
、

総
理
河
道
刑
部
左
侍
郎
王
恕
言
、
淮
安
南
抵
儀
真
・
瓜
州
湖
河
隄
岸
、
被
水
衝
決
者
一
十
五
処
、
其
余
坍
塌
者
二
百
余
里
及
儀
真

三
壩
衝
倒
。
修
理
物
料
、
俱
揚
州
出
辦
。
今
、
連
年
災
傷
、
民
力
不
給
、
欲
於
池
州
・
安
慶
二
府
支
所
遺
甎
并
南
京
龍
江
瓦
屑
壩

二
竹
木
局
所
抽
分
支
作
樁
木
。
令
南
京
兵
部
、
馬
快
船
運
送
。
事
下
工
部
、
請
行
南
京
工
部
、
查
勘
定
奪
。
従
之
。

と
あ
り
、
同
じ
く
己
亥
（
九
日
）
の
条
に
は
、

都
察
院
奏
、
両
京
并
天
下
諸
司
文
巻
、
自
天
順
元
年
七
月
十
二
日
起
、
至
成
化
八
年
十
二
月
終
止
、
例
遣
御
史
照
刷
、
有
旨
如
所

奏
、
既
而
納
。
給
事
中
虞
瑤
等
言
、
南
北
直
隸
・
山
西
・
山
東
・
陜
西
・
河
南
、
頻
年
災
傷
。
暫
且
停
止
、
及
念
両
広
民
未
蘇
息
、

亦
待
豊
年
。
於
是
、
所
遣
御
史
僅
七
員
、
両
京
聶
友
良
・
洪
性
、
浙
江
龔
盛
、
江
西
程
宏
、
福
建
馬
震
、
四
川
魏
秉
、
湖
広
樊
瑩
。

巡
按
兼
照
刷
者
四
員
、
雲
南
董
韜
、
貴
州
呉
道
宏
、
遼
東
王
衡
、
万
全
都
司
并
隆
慶
州
劉
必
賢
。

と
あ
り
、
同
じ
く
庚
申
（
三
十
日
）
の
条
に
は
、

戸
科
左
給
事
中
鄧
山
奏
、
北
直
隸
・
山
東
民
飢
相
食
。
其
地
密
邇
京
畿
、
万
一
患
生
不
測
、
為
費
反
多
。
今
、
徳
州
・
臨
清
・
天
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津
水
次
三
倉
、
去
歳
、
寄
収
兌
運
糧
多
、
宜
借
撥
三
十
万
石
。
其
青
・
登
・
萊
三
府
、
去
水
次
遠
者
、
宜
借
太
倉
銀
六
万
及
泰
山

香
銭
、
以
為
糴
、
本
相
兼
賑
済
。
章
下
戸
部
議
。
水
次
倉
糧
雖
多
、
然
亦
放
支
有
数
。
請
移
文
各
処
、
都
御
史
酌
量
地
方
里
分
・

人
民
多
寡
、
開
倉
支
給
。
其
不
近
水
次
府
、
運
太
倉
銀
四
万
五
千
両
、
与
都
御
史
牟
俸
、
并
令
其
査
徳
州
官
銭
斟
酌
給
散
。
其
泰

山
香
銭
、
亦
聴
隨
宜
輳
用
、
候
歳
豊
稔
、
則
令
委
官
督
民
、
依
数
還
官
。
若
係
寄
放
京
儲
、
則
照
原
収
通
州
腳
価
每
万
石
除
二
百

名
以
補
京
儲
虧
少
之
数
。
上
是
之
、
且
命
各
巡
撫
官
、
即
行
賑
済
、
不
許
遅
慢
。

と
あ
り
、
同
じ
く
成
化
九
年
夏
四
月
戊
辰
（
八
日
）
の
条
に
は
、

総
理
河
道
刑
部
左
侍
郎
王
恕
奏
、
去
年
、
自
京
師
、
直
抵
揚
州
、
南
北
三
千
余
里
、
水
旱
災
傷
、
民
甚
艱
食
。
今
歳
、
雨
雪
少
降
、

狂
風
彌
月
、
土
乾
、
麥
禍
、
民
不
聊
生
。
迺
三
月
初
四
日
、
山
東
地
方
忽
黒
如
夜
。
乞
詔
廷
臣
講
究
所
以
弭
災
恤
患
之
策
、
并
祭

告
各
処
山
川
之
神
。
事
下
礼
部
、
覆
奏
、
以
為
宜
遣
官
、
祭
告
山
東
境
内
山
川
、
及
行
五
府
・
六
部
等
衙
門
、
各
陳
時
政
得
失
、

可
以
回
天
意
者
。
上
曰
、
山
東
既
災
重
、
民
艱
須
行
実
恵
。
今
年
税
糧
尽
、
与
蠲
免
順
天
等
府
有
災
傷
処
、
亦
量
減
免
。
於
是
、

特
遣
礼
部
左
侍
郎
劉
吉
、
徃
祭
告
東
嶽
泰
山
・
東
鎮
沂
山
及
東
海
之
神
、
以
祈
雨
澤
。

と
あ
る
。『
皇
明
条
法
事
類
纂
）
28
（

』
に
こ
の
こ
と
が
収
載
さ
れ
つ
つ
、
し
か
し
、
両
会
典
に
は
こ
の
こ
と
は
条
令
と
し
て
残
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
編
纂
以
降
、『
皇
明
成
化
二
十
三
年
条
例
』『
皇
明
弘
治
六
年
条
例
』『
弘
治
問
刑
条
例
』『
嘉
靖
重

修
問
刑
条
例
』
に
は
災
傷
に
関
わ
る
規
定
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
嘉
靖
年
間
の
䔥
世
延
・
楊
本
仁
・
范
欽
編
『
嘉
靖
新
例
）
29
（

』
は
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嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
か
ら
嘉
靖
二
四
年
（
一
五
四
五
）
ま
で
の
定
例
二
〇
二
条
を
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
戸
例
、
検
踏
災
傷
田
糧

に
は
、一

、
嘉
靖
陸
年
貳
月
拾
参
日
詔
令
、
朝
廷
遇
有
災
傷
、
輒
行
蠲
免
。
但
各
該
官
吏
奏
報
稽
遅
、
及
行
覆
勘
文
移
、
往
復
耽
延
月
日
。

覆
勘
来
報
、
一
面
徴
収
、
及
至
蠲
免
文
書
到
日
、
良
善
小
民
、
懼
怕
刑
責
、
多
已
典
売
於
運
送
到
倉
、
徒
送
糧
里
侵
漁
之
計
、
今

後
、
遇
有
重
大
災
傷
、
勘
定
分
数
、
即
便
出
給
告
示
、
暁
諭
人
民
知
悉
、
姑
且
停
徴
、
待
明
文
至
日
施
行
。

一
、
嘉
靖
拾
壹
年
伍
月
戸
部
題
准
、
今
後
但
遇
災
傷
、
一
面
遵
照
旧
例
踏
勘
、
一
面
奏
報
、
毋
得
延
緩
失
時
、
以
致
分
数
不
明
、

多
滋
奸
弊
。
自
府
・
州
・
県
・
衛
・
所
報
到
日
期
為
始
、
近
不
出
参
個
月
、
遠
不
出
伍
個
月
、
定
擬
成
災
歳
分
、
明
白
造
冊
、
開

写
踏
勘
、
官
員
星
馳
齎
奏
、
聴
本
部
照
例
議
擬
徴
免
。
仍
先
将
勘
定
数
、
応
徴
応
免
数
目
縁
由
出
給
告
示
、
暁
諭
小
民
通
知
、
以

杜
侵
漁
。
夏
災
不
得
過
陸
月
終
、
秋
災
不
得
過
玖
月
終
。
若
不
勘
泛
報
及
踏
勘
不
実
、
従
重
参
究
。
過
期
奏
報
及
延
至
経
年
以
上

者
、
立
案
不
行
。
其
勘
有
成
災
、
係
起
運
之
数
例
不
蠲
豁
者
、
有
巡
撫
処
行
巡
撫
、
無
巡
撫
処
行
布
政
司
、
通
融
撥
補
、
或
派
軽

齎
、
以
示
寛
貸
。

と
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
条
令
に
つ
い
て
も
、
管
見
の
限
り
『
明
実
録
』
に
根
拠
を
見
出
せ
な
い
し
、
の
ち
の
『
万
暦
会
典
』
に
も
こ

の
条
目
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
が
集
中
す
る
時
期
が
現
れ
る
こ
と
は
充
分
想
定
で
き
る
も
の
の
、
明
代
に
残

さ
れ
た
規
定
類
に
つ
い
て
の
本
稿
で
の
検
討
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
規
定
類
に
ど
の
よ
う
な
条
令
が
残
さ
れ
て
い
く
の
か
、

条
令
は
ど
の
程
度
、
継
続
し
て
機
能
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
も
そ
も
『
大
明
会
典
』
掲
載
の
条
例
と
は
何
な
の
か
、
今
後
、
細
か
く
検
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討
し
つ
つ
、
ブ
ル
ッ
ク
の
描
き
出
し
た
明
代
に
お
け
る
災
害
の
六
波
は
確
認
さ
れ
う
る
も
の
な
の
か
、
本
格
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。註

（
1
） 

斯
波
義
信
編
著
『
中
国
社
会
経
済
史
用
語
解
』
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
参
照
。

（
2
） 

堀
地
明
「
明
末
城
市
の
搶
米
と
平
糶
改
革　

広
州
を
中
心
と
し
て
」『
社
会
経
済
史
学
』
五
七
―
五
、
一
九
九
二
年
、
同
「
明
末
江
南
の
搶
米

風
潮
と
救
荒
政
策
」『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
二
三
、
一
九
九
九
年
、
同
「
明
末
紹
興
に
お
け
る
祁
彪
佳
の
救
荒
活
動
と
『
救
荒
全

書
』」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
五
、
二
〇
〇
七
年
（
以
上
、
同
『
明
清
食
糧
騒
擾
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
所
収
）、
参
照
。

（
3
） 

星
斌
夫
「
預
備
倉
の
復
興
に
つ
い
て
」『
文
化
』
十
七
―
六
、
一
九
五
三
年
、
同
「
明
代
の
預
備
倉
と
社
倉
」『
東
洋
史
研
究
』
十
八
―
二
、

一
九
五
九
年
（
同
『
明
代
漕
運
の
研
究
』
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
三
年
所
収
）、
同
「
明
代
の
賑
済
施
設
に
つ
い
て
」『
明
清
時
代
社
会
経

済
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
、
参
照
。

（
4
） 

森
正
夫
『
明
代
江
南
土
地
制
度
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
年
）、
二
二
一
―
二
頁
。

（
5
） 

天
野
元
之
助
『
中
国
農
業
史
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
二
年
、
同
『
中
国
古
農
書
考
』
竜
渓
書
舎
、
一
九
七
五
年
、
伊
崎
真
紀
・
内

田
和
義
「
徐
光
啓
の
稲
作
論
―
『
農
政
全
書
』
の
考
察
を
中
心
に
―
」『
農
林
業
問
題
研
究
』
一
七
〇
、
二
〇
〇
八
年
、
参
照
。

（
6
） 

上
田
信
『
伝
統
中
国
―
〈
盆
地
〉〈
宗
教
〉
に
み
る
明
清
時
代
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
35
、
一
九
九
五
年
、
同
『
ト
ラ
が
語
る
中
国
史
―
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
同
『
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
生
態
環
境
史
』
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
、
二
〇
〇

六
年
、
同
『
風
水
と
い
う
名
の
環
境
学
―
気
の
流
れ
る
大
地
（
図
説　

中
国
文
化
百
華
）』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
七
年
、
同
『
森
と
緑

の
中
国
史　

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル-

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
試
み
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
参
照
。

（
7
） 

中
国
第
一
歴
史
档
案
館
・
遼
寧
省
档
案
館
編
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
刊
、
二
〇
〇
一
年
。

（
8
） 

和
田
清
編
『
明
史
食
貨
志
譯
註　

増
補
版　

上
巻
』
東
洋
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
参
照
。

（
9
） 

『
遼
東
志
』
巻
五
、
官
師
、
使
命
、
国
朝
、
分
守
道
の
条
。
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（
10
） 

拙
著
『
明
代
遼
東
と
朝
鮮
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
。

（
11
） 

和
田
清
編
前
掲
『
明
史
食
貨
志
譯
註　

増
補
版　

上
巻
』、
二
八
四
頁
、
参
照
。

（
12
） 

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
（
村
上
光
彦
訳
）『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主
義
1
―
15
―
18
世
紀　

日
常
性
の
構
造
』
み
す
ず
書
房
、
一
九

八
五
年
、
同
（
山
本
淳
一
訳
）『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主
義
2
―
15
―
18
世
紀　

交
換
の
は
た
ら
き
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
六
年
、
同
（
村

上
光
彦
訳
）『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主
義
3
―
15
―
18
世
紀　

世
界
時
間
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
六
年
、
参
照
。

（
13
） 

安
冨
歩
「
ブ
ロ
ー
デ
ル
歴
史
学
の
時
間
構
造
（
動
的
シ
ス
テ
ム
の
情
報
論
（
4
）
シ
グ
ナ
ル
伝
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」『
物
性
研
究
』

八
四
―
四
、
二
〇
〇
五
年
。

（
14
） 

デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
（
高
山
博
監
訳
）『
地
中
海
と
人
間
』
Ⅰ
・
Ⅱ
、
藤
原
書
店
、
二
〇
二
一
年
。

（
15
） 

妹
尾
達
彦
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
。

（
16
） 

図
Ａ
「
気
候
変
化
の
復
元
」、
図
Ｂ
「
気
候
の
変
化
：
三
世
紀
末
―
二
〇
世
紀
」、
図
Ｃ
「
青
浦
地
域
の
花
粉
の
比
率
と
ク
ヌ
ギ
・
ア
ラ
カ
シ

の
花
粉
構
成
の
変
化
」、
図
Ｄ
「
気
候
対
照
表
」
の
四
図
で
あ
る
。
な
お
、
一
般
向
け
と
し
て
は
桜
井
邦
朋
『
夏
が
来
な
か
っ
た
時
代　

歴
史
を

動
か
し
た
気
候
変
動
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
平
均
気
温
の
デ
ー
タ
（
五
八
頁
の
図
八
・
九
）
は

図
Ｂ
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
17
） 

田
家
康
『
気
候
で
読
み
解
く
日
本
の
歴
史　

異
常
気
象
と
の
攻
防
1
4
0
0
年
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
18
） Luis E

duardo A
 V

ieira, Sam
i K

. Solanki, N
atalie A

. K
rivova1, Ilya U

soskin “E
volution of the solar irradiance during the 

H
olocene. ” A

stronom
y &

 A
strophysics 531, 2011  

を
典
拠
と
す
る
。

（
19
） 

中
島
楽
章
「
十
七
世
紀
の
全
般
的
危
機
と
東
ア
ジ
ア
」
秋
田
茂
責
任
編
集
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
世
界
史
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
世
界
史
叢
書
2
）』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
九
年
。

（
20
） 

岡
村
隆
司
編
『
中
国
経
済
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
二
一
頁
。

（
21
） 

何
炳
棣
『
明
初
以
降
人
口
及
其
相
関
問
題　

一
三
六
八
―
一
九
五
三
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
一
〇
頁
。

（
22
） 

ブ
ロ
ー
デ
ル
は
そ
の
要
因
を
気
候
の
変
化
に
求
め
る
（
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
（
村
上
光
彦
訳
）
前
掲
『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主

義
1
―
15
―
18
世
紀　

日
常
性
の
構
造
』
一
四
二
頁
）。

（
23
） T

im
othy Jam

es B
rook “T

he troubled em
pire: C

hina in the Yuan and M
ing D

ynasties ” C
am

bridge, M
ass.: B

elknap Press of 
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H
arvard U

niversity Press, 2010.
（
24
） T

im
othy Jam

es B
rook

同
書
、
七
一
―
七
三
頁
。

（
25
） 
『
正
徳
会
典
』
は
一
九
八
九
年
、
汲
古
書
院
刊
行
の
影
印
本
を
用
い
た
。
な
お
、
山
根
幸
夫
「
明
・
清
会
典
」、
及
び
佐
藤
邦
憲
「
明
律
・
明

令
と
大
誥
お
よ
び
問
刑
条
例
」（
と
も
に
滋
賀
秀
三
編
『
中
国
法
制
史
の
基
本
資
料
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
26
） 
小
山
正
明
「
明
代
の
糧
長
に
つ
い
て　

と
く
に
前
半
期
の
江
南
デ
ル
タ
地
帯
を
中
心
に
し
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
七
―
四
、
一
九
六
九
年
）、

及
び
、
前
掲
森
正
夫
『
明
代
江
南
土
地
制
度
の
研
究
』、
森
正
夫
『
森
正
夫
明
清
史
論
集
』
第
一
巻
、「
税
糧
制
度
・
土
地
所
有
」（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
年
）、
同
第
三
巻
、「
地
域
社
会
・
研
究
方
法
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、
梁
方
仲
『
明
代
糧
長
制
度
』
上
海
人
民
出
版
、
一
九

五
七
年
、
参
照
。

（
27
） 

長
澤
規
矩
也
編
、
古
典
研
究
会
、
一
九
六
六
年
。

（
28
） 

濵
島
淳
俊
「
明
代
法
制
史
料
」（
山
本
英
史
編
『
中
国
近
世
法
制
史
料
読
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。
な
お
、『
皇

明
条
法
事
類
纂
』
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。

（
29
） 

『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
集
成
』
乙
編
（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
を
使
用
し
た
。


